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第
一
節

地
層
と
化
石
が
語
る
自
然
の
歴
史

自
然
史
の
研
究
法

自
然
史
の
鍵

地
腐
と
化
石

現
夜
の
神
戸
の
自
然
環
境
は
、
口
火
い
地
球
の
経
史
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
形
成
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
章
で
は
新
生
代
新
第
一
一
一
紀
の
神
戸
層
群
の
時
代
か
ら
現
従
に
い
た
る
問
の
、
神
戸

の
気
候
、
水
障
の
分
布
、
動
柿
物
な
ど
の
変
造
の
大
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
O
O万
年
と
か
一

O
O
O万
年
と
い
う
長
い
時
間
単
位
で
表
わ
さ
れ
る
地
質
時
代
の
自
然
の
様
子
は
、
地
層
と
化
石
の
研

究
を
過
し
て
明
ら
か
に
な
る
。
神
戸
市
に
分
布
す
る
地
問
の
調
査
や
化
石
の
研
究
が
な
さ
れ
て
、

は
じ
め
て
神
戸
の
自
然
史
を

編
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
気
候
の
変
化
は
、

シ
ュ
ロ
や
ガ
ジ
ュ

γ

ル
な
ど
の
化
石
が
産
出
す
れ
ば
、
そ
の
当
時
は
暖
か
く
、

コ
メ
ツ
ガ
や
シ

ラ
カ
パ
の
化
石
が
あ
れ
ば
現
在
よ
り
も
た
、
か
っ
た
と
惟
定
す
る
。
路
上
の
純
物
化
お
の
み
な
ら
ず
海
の
貝
化
石
が
発
見
さ
れ
れ

ば
、
暖
流
に
す
む
税
額
か
、
史
、
流
の
種
問
、
か
を
判
別
し
て
水
髄
や
気
候
を
推
定
す
る
と
と
も
に
、
海
と
陸
と
の
分
布
状
態
を
知

る
の
に
役
立
つ
。
象
や
一
胞
の
よ
う
な
移
動
距
離
の
大
き
い
動
物
化
石
か
ら
は
、

日
本
列
島
と
ア
ジ
ア
大
関
と
の
離
合
問
題
の
情
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印
怖
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

ま
た
肉
眼
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
火
成
岩
や
地
層
に
残
る
地
磁
気
の
偏
角
や
伏
角
は
、

日
本
列
島
の
移
動
や
日
本
海
の

肱
大
の
操
子
を
探
る
手
が
か
り
に
な
る
。
そ
し
て

や
化
石
に
含
ま
れ
る
同
位
体
一
万
一
一
系
の
変
化
を
測
定
し
て
、
地
層
の
で
き

た
年
代
や
火
山
の
噴
火
し
た
年
代
な
ど
地
球
の
燃
史
上
特
筆
さ
れ
る
事
件
の
起
こ
っ
た
硝
代
を
確
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る。
神
戸
の
自
然
史
と
い
え
ば
、
気
候
や
水
険
の
分
布
、
生
物
な
ど
の
変
遷
の
ほ
か
に
、
ム
ハ
取
山
地
の
形
成
や
大
阪
湾
の
誕
生
な

ど
も
そ
の
対
象
に
な
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
、
す
で
に
第

の
「
神
戸
の
地
形
と
地
質
」
で
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
主
に

化
石
の
記
録
に
も
と
づ
く
生
物
の
変
造
を
中
心
に
し
た
伸
一
戸
の
’
日
然
史
を
紹
介
す
る
。

地層と化石が語る自然；の歴史

2 

神
戸
の
自
然
史
の
概
観

今
回
の
新
修
神
戸
市
史
の
編
集
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
点
を
解
明
す
る

自
然
史
調

査
の
成
果

調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

つ
は
い
ハ
叩
プ
イ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
、
現
在
か
ら
約

O
万
年
前
ま
で
の
森
林
変
遷
の
様
子
が
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
（
図
的
て
こ
の
間
に
、
旧
石
器
人
が
神
戸
に
設
場

し
た
し
、
縄
文
人
の
狩
猟
採
集
の
対
象
と
な
っ
た
動
純
物
を
は
じ
め
、
太
古
の
人
達
の
生
活
舞
台
で
あ
る
自
然
環
境
の
変
化
を

第一節

連
続
し
て
追
跡
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
な
義
は
大
き
い
。

ま
た
間
区
を
中
心
と
す
る
ふ
人
競
模
造
成
地
か
ら
は
開
発
工
事
の
進
行
に
伴
っ
て
、
約
二
百
万
年
前
に
生
息
し
た
ア
カ
シ
ゾ
ウ

自然・考会燈史編l233 
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の
骨
格
復
元
が
可
能
な
大
放
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
ほ
か
、
高
塚
山
粘
土
問
か
ら
約
五

O
万
年
前
の
温
暖
気
候
下
の
自
然
の

細
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、

日
本
列
島
誕
生
別
の
森
林
・
気
伎
を
訴
す
保
存
良
好
な
神
戸
隠
鮮
の
椀
物
化
石
が
一
万
点

を
超
す
設
的
規
模
で
採
集
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
ア
カ
シ
ゾ
ウ
化
石
と
と
も
に
枇
界
的

る
自
然
文
化
財
で
あ
る
。

自
然
史
の

機
鍛

神
戸
の
自
然
史
の
大
要
を
表
引
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
生
代
新
第
一
一
一
紀
に
ア
ジ
ア
大
詰
の
近
く
に
佼

院
し
た
こ
ろ
の
神
戸
は
蹴
暖
な
一
地
熱
荷
J
温
帯
雨
部
的
な
気
候
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
変
遷
を
示
す
夜
桜
資

料
は
欠
く
も
の
の
温
暖
気
候
は

0
0万
年
前
の
第
三
紀
末
ま
で
続
き
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
に
プ
カ
シ
ゾ
ウ
が
生
息
す
る
rM

然
公
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
第
四
紀
に
入
り
、
地
球
的
規
艇
の
然
、
冷
と
制
緩
気
候
の
お
と
ず
れ
る
中
で
大
阪
湾
は
拡
大
と
縮

小
を
繰
り
返
し
、
中
期
更
新
肢
の
蹴
暖
別
に
明
石
海
峡
が
誕
生
す
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
東
凶
、
北
間

i
南
東
方
向
の
強
い
正
力

が
地
殻
に
加
わ
り
、
六

mv変
動
の
名
で
呼
ば
れ
る
六
叩
山
地
の
上
舛
と
大
阪
湾
ハ
沼
地
の
沈
降
が
加
速
化
さ
れ
、
現
在
の
神
戸
の

i也肝と化石が言語る自然の歴史

大
仙
川
の
什
絡
が
で
き
あ
が
る
。

現
在
に
最
も
近
い
数
万
年
前
に
起
こ
っ
た
最
終
氷
期
の
敢
冬
期
に
は
一

メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
海
同
低
下
が
生
じ
大
阪
湾

は
隙
化
し
、
搬
は
紀
伊
水
道
ま
で
退
く
。
そ
し
て
六
中
山
地
に
は
マ
ツ
科
を
中
心
と
す
る
針
葉
広
葉
樹
林
が
形
成
さ
れ
る
が
、

約
一
万
年
前
か
ら
本
格
化
す
る
急
速
な
気
伎
の
出
暖
化
に
よ
り
海
は
大
阪
湾
に
反
り
、
閉
山
葉
樹
林
が
生
ま
れ
、
狩
猟
採
集
の
氏
、

縄
文
人
の
出
現
へ
と
続
く
の
で
あ
る
。

第一節

自然.5考古E室長ミ縦123ラ



第
二
節

日
本
列
島
誕
生
期
の
神
戸
層
群

1 

神
戸
間
群
の
海
成
層

多
弁
焔
の

貝
化
石

神
戸
間
群
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

っ
た
新
第
三
紀
中
新
欧
中
期
に

は
、
日
本
列
島
は
ア
ジ
ア
大
陸
の
東
端
で
、
狭

い
日
本
海
を
挟
ん
で
朝
鮮
半
島
と
川
相
対
す
る
位

買
に
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
日
本
海
の
急
速
な
払

大
運
動
に
よ
り
呪
庄
の
地
即
上
の
位
附
に
け
本

列
島
は
定
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
市
北
に
長
く

述
な
り
、
そ
の
両
側
に
太
平
洋
と
日
本
海
を
も

つ
日
本
列
島
の
誕
生
は
、

、
フ
ギ
よ
、

l
u
y
d
イ

b
v一

」
の
神
戸

賠
訴
の
附
加
に
あ
た
り
、

日
本
の
自
然
の
ル

i

135 

日本海拡大前（1600～1500万年前）の

日本のiT地理！（小泉絡， 1986)

。d
タγ
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第二節 目本子lj)i；＇；誕生期の神戸府税

2 

3 

学女 56 多ヲ｜ニ畑累！脅のj"l_化T:i

黒谷 ら ツ
表 32 多弁~III系的からill＇；！！＇，した貝化石 灰 JII カ 須を

（糸魚川i宇：ニ， 1983) 色 の キ）容探

Barbatia sp. （エプfイの 1組）
泥質 上の i玄れ

流化 の ば

“Anadara”sp. （リュウキュウサノレボウガイの l綴） 岩の石係干ljl

"Ostrea”sp. （カキの 1fffi) 
か干rji が立戸

ら 戸多！須野 関
Tr’apezium (Neotrapezium) sp. ( 7ナガタガイの l手1]!) ニE rlI く群
Cycladicama cfr. takeyamai （シオガマガイの 1,f<JD ガ水産友に

Cyclh日 takayamaiOYAMA （オキγジミの 1,f<fi) イ 道 II¥ が 到達す

j局多1: し JI: Clementia sp. （フスマガイの 1級） オ た高

Callis/a ? sp. （マツヤマワスレガイ？の 1手1JD キ 。 等二ー、f、＇： る
Nfacoma sp. （シラトザガイの I傾〕 シ ~m この

二／ ,-f- 、、戸- 校で
Cultellus izumoensis YOKOYAMA 、、 ンかの あ
Calyptraea tubura 0TUKA 

、
フ ら 校 る

タ 場関付門
。

“Natica”sp. （タマガイの l級）
ーマ 近 へ
す1 く 塩近
イ の屋か
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ま
た
、
舞
子
沖
の
明
石
海
峡
大
慌
の
ほ
川
抑
下
に
あ
る
神
戸
際
砕
か
ら
も
似
た
組
成
の
只
矧

去、
L

す
い

化
石
が
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
際
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
貝
獄
群
集
は
、
内
湾
で
淡
水
が
流
れ
こ
む
汽
水
域
の
砂
泥
質
の
と

な
ど

種
が
綴
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
ろ
に
特
徴
的
に
す
む
群
集
で
、
当
時
は
、
暖
流
の
影
響
ド
に
あ
る
内
向
に
則
し
た
環
境
下
に
あ
っ
た
と
抗
定
さ
れ
る
。

明
石
海
峡
を
侠
ん
だ
対
岸
の
鴇
屋
層
と
ら

J

井
畑
累
層
と
の
直
接
の
関
係
は
織
か
め
ら
れ
な
い
が
、

’i
、に
1
1、
、
ノ
れ
N
れに
1
ぺ

〉

i
ノ
羽
目
川
町
〆
栓
角

t

多
く
、

ツ
リ
テ
ラ
・
キ
イ
エ
ン
シ
ス
を
は
じ
め
暖
流
域
に
生
息
す
る
種
が
多
い
。
多
井
畑
京
隠
と
岩
屋
隠
と
は
、
異
な
っ
た
堆

積
環
境
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

岩
屋
層
が
堆
積
し
た
中
新
役
中
期
の
海
の
分
布
を
追
跡
す
る
と
、

紀
伊
半
島
か
ら
海
が
入
り
、

凶
へ
は
岡
山
県
中
北
部
（
術

北
府
幹
）
を
経
て
鳥
取
県
、
島
恨
県
東
部
に
広
が
る
内
消
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
め
て
こ
れ
ら
の
地
層
か
ら
は
熱
州
知
系
の

兵
類
や
サ
ン
ゴ
礁
化
石
、

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
要
素
の
只
化
石
な
ど
が
産
出
す
る
。
現
有
の
抑
川
市
気
候
ド
の
日
本
列
島
か
ら
は
想

像
も
で
き
な
い
よ
う
な
海
洋
環
境
で
あ
る
が
、
北
海
道
南
部
ま
で
が
班
熱
帯
的
環
境
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
一
一

つゆ一コ一日
H

j
｝
）
 

群
L

の
明
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
神
戸
層
群
は
、
漸
新
役
に
形
成
さ
れ
た
と
す
る
説
が
最
近
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
従
え
ば
多

井
畑
泉
層
は
、
岩
屋
隠
と
は
地
質
時
代
が
異
な
る
古
い
地
関
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

2 

神
戸
層
群
の
植
物
化
石

神
戸
層
群
の
フ
ロ

ー
ラ
（
植
物
相
）

須
磨
区
内
川
台
一
帯
は
、
古
く
か
ら
形
の
仙
絞
っ
た
美
し
い
木
の
葉
の
化
石
が
採
集
で
き
る
の
で
、

「
｛
判

川
の
化
石
」
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
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第
一
一
一
紀
中
新
肢
に
属
す
る
こ
の
神
戸
題
鮮
の
純
物
化
石
は
、
単
に
保
存
良
好
な
化
石
を
多
践
す
る
の
み
で
な
く
、
日
本
列
島

誕
生
期
に
か
か
わ
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
ろ
、

ア
ジ
ア
大
陸
の
東
縁
り
に
あ
っ
た
陣
地
は
、

日
本
海
の
肱
大
の

影
響
を
受
け
、
東
に
大
き
く
川
転
し
つ
つ
移
動
を
始
め
、
南
北
方
向
に
細
長
く
の
び
る
民
不
列
島
の
原
型
が
形
成
さ
れ
始
め
た
。

神
戸
層
群
の
植
物
化
石
は
、

ア
ジ
ア
大
陸
か
ら
分
縦
し
、
誕
生
し
た
ば
か
り
の
況
本
列
島
の
自
然
の
様
子
を
諮
る
山
小
以
前
一
な
証
言

者
と
い
え
る
。

神
戸
層
群
の
植
物
化
石
は
、
商
神
戸

般
の
丘
陵
地
を
中
心
と
す
る
急
速
な
開
発
の
影
響
を
受
け
て
、
質
的
に
も
没
的
に
も

飛
躍
的
に
増
え
た
。
堀
治
一
一
一
朗
、
横
山
章
、
校
尾
裕
司
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
二

O
O種
近
い
槌
物
化
石
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
全
貌
を
記
述
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
次
の
観
点
か
ら
神
戸
層
群
の
フ
ロ
ー
ラ
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。

2 

rt色村11

質戸
時閣
代群
をか
決ら
定の
づみ
け特
た徴
示~ (:1':1 
準2に
化 )Zif
石 II:¥

す
る
純
物

日本列島誕生期の神戸際群

3 

中
関
中
南
部
な
ど
に
現
在
も
自
生
し
て
い
る
植
物

4 

現
夜
の
日
本
列
島
の
森
林
に
自
生
し
て
い
る
植
物

〈
コ
パ
タ
ケ
ナ
ラ
－

GNhhsas～
ミ
白
即
時
弘
吋
〉
Z
〉
H
2
d「
O
開

C
E員
〉
〉
葉
の
大
き
さ
は
手
の
平
ほ
ど
の
大

神
戸
層
群
か
ら
特
徴

的
に
産
出
す
る
稜

き
さ
で
、
葉
の
縁
り
が
大
き
く
切
れ
込
ん
で
い
る
コ
ナ
ラ
属
の
化
石
で
あ
る
。
こ
の
コ
パ
タ
ケ
ナ
ラ
の

系
統
を
ひ
く
ナ
ラ
が
、
今
も
北
ア
メ
リ
ノ
カ
東
部
や
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
麓
な
ど
に
r
回
生
し
て
い
る
。

ス
カ

i
レ
ッ
ト
・
オ
！
ク
と

第二節

か
、
ホ
ワ
イ
ト
・
オ
i
ク
と
呼
ば
れ
る
樹
高
二
五

1
一
五
メ
ー
ト
ル
に
も
迷
す
る
落
葉
校
高
木
の
ナ
一
フ
で
あ
る
。

〈
ヨ
コ
ヤ
マ
ヌ
マ
ミ
ズ
キ
・
～
3
5白
白
・
い
6
F
D
苫
さ
白
仇
吋
主
主
〉
葉
の
長
さ
は
…
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
手
の
沼
l

型
の
楕

i当然・考，1,！後史紛 i239 



円
形
の
大
型
の
葉
で
あ
る
。
葉
の
縁
り
は
切
れ
込
み
の
な
い
タ
イ
プ
（
金
縁
）
が
多
く
、
な
か
に
は
三
角
状
に
と
が
っ
た
の
こ
ぎ

り
葉
を
も
っ
タ
イ
ブ
も
あ
る
。
北
ア
メ
リ
カ
や
束
ア
ジ
ア
に
自
生
し
て
い
る
ヌ
マ
ミ
ズ
キ
が
あ
り
、
名
の
よ
う
に
水
辺
に
生
え

る
高
木
で
、
高
さ

メ
ー
ト
ル
に
叩
必
ず
る
。

〈
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科
の
キ
ノ
コ
・

3
言
、
6
守
k
v
c
之
さ
凡
ロ
マ
ミ
E
づ
FEH〉
長
さ
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
セ
ン
チ
メ
i
卜

ル
ほ
ど
の
う
ち
わ
型
の
小
さ
い
キ
ノ
コ
の
化
石
で
、
表
面
に
向
心
円
状
の
環
紋
と
、
放
射
状
の
浅
い
し
わ
が
あ
る
。
管
孔
は
門

形
で
、
孔
の
問
り
は
平
滑
で
あ
る
（
口
一
絵
日
）
。

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
こ
の
キ
ノ
コ
の
化
石
は
、

サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
科
に
属
す
る

カ
ワ
ラ
タ
ケ
属
と
ツ
ヤ
ウ
チ
ワ
タ
ケ
属
に
共
通
し
た
性
質
を
も
っ
。

キ
ノ
コ
の
化
石
そ
の
も
の
が
世
界
的
に
み
て
も
非
常
に
珍

し
い
産
出
例
で
あ
り
、
こ
の
時
代
で
も
わ
ず
か
に
数
例
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
西
医
学
閤
東
町
で
松
尾
裕
司
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ

た
こ
の
化
石
を
、
棚
井
敏
雅
は
キ
ノ
コ
類
の
進
化
史
上
重
要
な
意
義
を
も
っ
標
本
で
あ
る
と
し
、
新
属
新
穏
と
し
て
発
表
し
た

（
昭
和
六
十
一
年
）
。

一
示
準
化
石
コ

ン
ブ
ト
ニ
ア

〈
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア

p
s
y
s＆
属
〉
神
戸
層
群
は
ど
れ
ぐ
ら
い
の
合
さ
の
地
層
な
の
か
、

そ
れ
を
決
定
す
る

の
が
、
世
界
的
に
広
い
分
布
を
も
ち
、
生
存
期
間
の
短
い
示
準
化
石
で
あ
る
。
神
戸
層
群
が
新
第
一
一
一
紀
中
新

故
中
期
に
形
成
さ
れ
た
地
罵
で
あ
る
と
決
定
づ
け
た
の
は
、

ヤ
マ
モ
モ
科
の
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア
属
で
あ
る
。

み
し
よ
う

神
戸
層
群
か
ら
産
出
す
る
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア
は
、
見
か
け
は
シ
、
タ
植
物
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
生
の
化
石
は
明

瞭
に
ヤ
マ
モ
モ
科
の
特
徴
を
示
す
。

こ
の
タ
イ
プ
の
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア
は
日
本
の
合
島
期
に
属
す
る
地
層
か
ら
、
ご
く
普
通
に
産

出
し
、
中
新
位
中
期
を
指
示
す
る
重
要
な
一
所
準
化
石
で
あ
る
。
こ
の
時
代
直
後
の
中
新
役
後
期
に
な
る
と
、
現
在
の
ヤ
マ
モ
モ

に
似
た
形
の
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア
・
キ
ド
イ
が
出
現
す
る
。
こ
の
中
新
陸
中
期
型
の
コ
ン
ブ
ト
ニ
ア
は
、
現
在
で
は
位
界
で
た
だ
一
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第二節 目本列島誕生j拐の神戸関税i

241 

写真 57 神戸層群の植物化石（1)

lブウ属 （Liquidambarsp.) 2コンフトニア鼠 （Comρtoniasp.) 3コナラ

属 （Quercuskοbatakei Tanai et Yokoyama) 4 フウ属 （Liquidambarsp.) 

5 メタセコイア潟 (lvietasequoiasp.) 6 コンブトニプ鴎 （Compt仰 iasp.) 

i歴史編 1 自然・考古



写真 58 神戸間若手の者1＇［物化石（ 2)

1カニLデ民 (fleersp.) 2フナ属 （Fagussp.) 3ナナカマド民 （Sorbussp.) 

ヰクリ鴎 （Cast川出’asp.)
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第二節 目本列島誕生期の神戸際群

写真 59 神戸！問符の航物化石（3)

lカニ£デ腐 (ilcersp.) 2ヌマミズキ属（λTyssa＇トyokoyamai1、叩出）
3 ビロウi潟（L叩istonasp.) 
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写真 60 神戸勝訴の純物化｛ヨ（4)

1ケヤキ鼠〔Zelkovasp.) 2クスノキ属 （Cinamomumsp.？〕 3ナナカマ

ド属 （Sorbusspゐ 4クマシデ属 （Carpinussp.) 5ブナ民（五閉店 sp.)
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級
、
北
ア
メ
リ
カ
の
ア
パ
ラ
チ
ア
山
脈
北
部
に
自
生
す
る
低
木
が
あ
る
。

中
間
中
南
部
に

密
生
す
る
種

神
戸
層
群
の
植
物
化
石
訟
の
中
に
は
、
現
従
で
も
M

生
け
る
化
石
d

と
し
て
中
国
の
四
川
省
や
海
北
省
、

台
湾
な
ど
に
生
き
残
っ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
他
物
は
現
従
の
日
本
の
気
候
に

メ
タ
セ
コ
イ
ア
、

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
、

も
適
応
す
る
の
で
、
伸
一
戸
市
内
の
公
闘
や
庭
木
な
ど
に
悩
殺
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い

G

フ
ウ
、

イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
、
こ
う
し
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
樹

ヌ
マ
ス
ギ
、

日本列島誕生期の神戸別j若手第二節

シ
マ
モ
ミ
、

水
で
あ
る
。

口
川
本
よ
り
陶
の
椀
市
南
部
か
ら
加
熱
帯
地
方
に
わ
た
っ

て
分
布
す
る
稀
が
多
い
こ
と
か
ら
、
神
戸
屑
詳
当
時
の
気
伎
は
現
収

ら
の
櫛
物
鮮
の
産
山
山
に
よ
る
。

よ
り
も
温
騒
気
候
下
に
あ
っ
た
と
般
定
さ
れ
て
い
る
即
山
は
、
こ
れ

メタセコイアの葉

る
シ
ュ
ロ
、

制
緩
気
候
現
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
ビ
ロ
ウ
を
は
じ
め
と
す

シ
ュ
ロ
チ
ク
な
ど
の
ヤ
シ
科
の
化
石
や
フ
ト
モ
モ
科
の

ア
デ
ク
な
ど
も
波
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
航
物
は
宮
崎
県
南
部
や
屋
久

写真 61

シマモミ

の球果

写真 62

自然・ 3号tt）絞£）：：.縦 i24ラ



’
め
な
ど
に
自
生
し
て
い
る
温
暖
気
候
型
の
組
物
で
あ
る
。

現
疫
の
臼
本
の
森

林
を
つ
く
る
穣

ブ
ナ
、

広
ノ
キ
、

ク
マ
シ
｝
ア
、

カ
エ

J

ア、

コ
ナ
一
ブ
、

ケ
ヤ
キ
、

ク
ヌ
ギ
、

ア
ベ
マ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
メ
ガ
シ
ワ
な
ど
で
、

日
本
の
制
川
市
林
を
つ
く
っ
て
い
る
常
通
税
で
あ
る
。
批
判
に
ケ
ヤ
キ
脳
と
コ
ナ
ラ

属
が
圧
倒
的
に
多
く
産
出
す
る
。
こ
れ
ら
の
出
獄
期
の
樹
木
は
第
四
紀
に
入
っ
て
日
本
の
森
林
の
中
核
を
占
め
る
存
在
に
な
る

の
で
あ
る
。
六
叩
山
地
を
は
じ
め
、
丹
生
山
地
に
も
生
え
て
い
る
ご
く
普
通
の
樹
木
で
、
現
主
の
日
本
の
森
林
を
構
成
し
て
い

る
樹
木
訴
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
六
甲
山
地
の
緑
の
ル
l
ツ
は
神
戸
層
群
に
あ
る
と
い
え
る
。

け
い
か
ぼ
く

神
戸
層
群
の
柏
物
化
石
に
は
、
多
産
す
る
誕
の
化
石
の
ほ
か
、
徒
化
木
や
突
の
化
石
も
産
出
す
る
。
椛
化
木
は

後
化
木
の

化
石

木
の
幹
や
恨
な
ど
の
組
織
を
つ
く
る
炭
質
物
が
湖
水
中
で
化
石
化
す
る
と
き
、
湖
水
中
の
碓
酸
分
に
霞
換
さ
れ

て
で
き
た
材
化
石
で
あ
る
。
灰
白
色
で
硬
く
、
樹
幹
の
特
徴
を
よ
く
残
し
て
い
る
た
め
、
庭
石
な
ど
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。

神
戸
鴎
訴
の
材
化
お
で
本
格
的
に
研
究
さ
れ
た
例
は
ま
だ
少
い
が
、
次
に
述
べ
る
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
の
ニ
セ
ホ
パ
シ
ラ
イ
シ

に
近
い
苫
言
、
b
X
N
a
b
s

－sb
D守
き
何
時
認
・
∞
C
N
C
R
H
E
∞
品
は
直
径
八

O
×
一
一
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
両
さ
二
・

一
メ
ー
ト
ル

も
あ
る
巨
木
の
化
石
で
、
鈴
木
一
一
一
男
に
よ
っ
て
新
種
と
し
て
報
告
さ
れ
た
。
こ
の
化
石
は
昭
和
一
一
一
年
ご
ろ
、
神
戸
電
鉄
敷
設
の

と
き
北
区
鈴
樹
台
の
軌
道
予
定
地
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
、
神
戸
市
立
森
林
航
物
関
の
段
一
応
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

鈴
木
に
よ
れ
ば
、
こ
の
材
化
石
の
道
管
は
中
伎
の
大
き
さ
で
均
一
に
分
布
し
、
年
輪
界
は
目
立
た
な
い
。
道
管
は
ほ
と
ん
ど

が
放
射
方
向
に
ニ

i
五
個
が
複
合
す
る
が
、

な
か
に
は
単
独
の
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
道
管
の
輪
廓
は
放
射
方
向
に
長
い
楕
円

形
を
し
て
い
る
。
道
管
の
穿
孔
は
単
一
で
、
道
管
相
互
の
避
孔
は
交
互
状
で
諸
に
分
布
し
、
問
削

Mm木
組
織
を
も
ち
、
放
射
組
織
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は
異
性
で
…

l
四
細
胞
阪
で
直
史
細
砲
に
結
日
聞
を
も
つ
な
ど
の
特

磁化水

微
を
有
す
る
c

こ
れ
ら
の
特
徴
は
北
九
州
の
古
第
一
一
一
紀
府
か
ら
報
告
さ
れ
た
ニ

-g:;n 63 

セ
ホ
パ
シ
ラ
イ
シ
（
吉
主
主
NYEhb21言
”
を
お
ど
弘
之
S
2
bき
る
と
）
に
極

め
て
よ
く
一
致
す
る
と
い
う
。

さ
ら
に
こ
の
科
に
属
す
る
大
型
の

木
は
剣
山
市
か
ら
一
血
熱
帯
に
分
布
す
る
稜
が
多
い
こ
と
か
ら
、

神
戸

層
群
産
の
こ
の
化
石
種
の
生
存
し
た
持
も
現
夜
よ
り
温
暖
な
気
候
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。

化
石
と
と
も
に
野
外
展
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
森
林
植
物
閣
の
展
示
館
前
庭
に
は
、
現
在
中
田
南
部
に
自
生
す
る
シ
マ
モ
ミ
の
大
き
な
材
化
一
わ
が
数
本
、
他
の
材

日本子ljお誕生期の神戸m群

ジ
ュ
マ
ル
の
材
化
石
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
地
下
鉄
名
谷
駅
構
内
に
は
板
宿
付
近
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
場
で
、
発
見
さ
れ
た
ガ

ガ
ジ
L

マ
ル
は
現
在
沖
縄
地
方
に
分
布
す
る
。

自
然
史
か
ら
み
た
神

戸
扇
群
の
位
置
づ
け

神
一
戸
隠
群
の
植
物
化
石
が
悶
際
級
の
内
容
を
も
っ
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
保
存
状
態
が
き
わ
め
て

し
か
し
、
も
っ
と
章
一
安

良
好
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
二

O
O種
に
達
す
る
産
出
極
の
佐
寓
さ
に
あ
る
。

な
こ
と
は
、
神
戸
層
群
に
は
、

日
本
列
島
が
日
本
海
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

級
が
多
数
記
録
さ
れ
て
い
る
事
悦
ん
で
あ
る
。

ア
ジ
ア
大
技
か
ら
分
離
し
た
前
後
の
r
口
然
史
上
の
靖

第二節

訴
の
フ
ロ
ー
ラ
に
求
め
ら
れ
る
。

コ
ナ
ラ
や
ケ
ヤ
キ
、
ブ
ナ
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
の
日
本
列
島
の
森
林
の
起
源
を
た
ど
る
と
、
そ
の
半
ば
近
く
の
も
の
は
属
レ
ベ
ル
で

シ
デ
な
ど
、
今
の
六
甲
山
地
の
森
に
み
ら
れ
る
樹
木
は
、
神
戸

層
群
の
時
期
に
、
南
方
系
の
純
物
群
の
山
中
に
ま
じ
っ
て
出
現
し
は
じ
め
た
仰
山
で
あ
る
。
神
戸
の

の
問
題
を
論
じ
る
と
き
に
、
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一
つ
の
際
史
的
視
点
を
与
え
て
く
れ
る
椴
生
史
上
の
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

ま
た
、
小
規
様
で
あ
る
が
、
須
磨
区
多
井
焔
か
ら
垂
水
区
梅
態
、
舞
子
沖
の
海
鼠
に
分
布
す
る
海
成
隠
も
、
今
後
の
研
究
に

よ
っ
て
、
当
時
の
海
況
に
閲
す
る
新
し
い
事
実
の
発
見
が
期
待
さ
れ
る
。

神
戸
市
の
間
部
と
北
部
に
広
く
分
布
し
て
い
る
神
戸
間
群
が
、
こ
の
よ
う
に
日
本
列
島
誕
生
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
主
要

な
地
層
で
あ
る
こ
と
は
、
意
外
に
神
戸
市
民
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
神
戸
間
群
の
純
物
化
石
は
縞
物
の

進
化
史
上
、
非
常
に
価
値
あ
る
植
物
化
石
訴
と
し
て
間
際
的
に
向
く
伴
制
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
ア
カ
シ
ゾ
ウ
化
石
と
と
も

に
神
戸
市
の
誇
る
自
然
文
化
財
で
あ
る
と
い
え
る
。
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第
三
節

伊
川
谷
町
の

ア
カ
シ
ゾ
ウ

人
類
出
現
期
の
神
戸
の
自
然

ア
カ
シ
ゾ
ウ
の
発
見

ニ
本
の
足
で
立
ち
、
歩
行
し
た
最
初
の
人
類
で
あ
る
オ
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
（
南
の
猿
人
の
意
味
）
が
東
プ
ブ

リ
ソ
カ
に
現
れ
た
の
は
、

お
よ
そ
二

O
O万
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
地
球
の
版
印
史
を
研
究
す
る
地
質
学
で
は
、

人
類
出
現
期
か
ら
現
在
ま
で
を
第
四
紀
と
い
う
。

人類ill現拐の神戸の自然

東
ア
フ
リ
カ
の
エ
チ
オ
ビ
ア
の
オ
ル
ド
ヴ
ァ
イ
渓
谷
で
発
見
さ
れ
た
最
古
の
人
館
遺
跡
で
は
、

オ
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
・

プ
ブ
マ
ン
レ
ン
シ
ス
の
骨
や
彼
ら
が
鈍
っ
た
お
協
と
と
も
に
マ
ム
サ
ス
（
マ
ン
モ
ス
象
）
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
人
制
限
は

地
球
上
に
現
れ
る
と
同
時
に
象
と
深
く
か
か
わ
っ
て
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
の
神
戸
の
自
然
は
ど
ん
な
様
子
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
神
戸
に
も
象
は
生
息
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

は
せ
た
に

昭
和
五
十
年
代
か
ら
急
速
に
開
発
が
進
ん
だ
間
一
弘
の
伊
川
谷
、
橋
谷
、
押
部
谷
な
ど
の
丘
陵
地
を
構
成
し
て
い
る
大
阪
層
群

第三節

見
さ
れ
て
い
る
。

か
ら
、
人
類
出
現
期
前
後
の
神
戸
の
自
然
史
を
さ
ぐ
る
よ
で
重
要
な
役
割
を
来
た
す
ア
カ
シ
ゾ
ウ
を
は
じ
め
多
く
の
化
石
が
発

自然・考古E主史最近 1249 



そ
れ
ら
の
小
で
、
も
っ
と
も
重
要
な
プ
カ
シ
ゾ
ウ
は
、
伊
川
谷
町
長
坂
、
小

寺
、
井
吹
な
ど
で
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
が
、
な
か
で
も
昭
和
六
十
一
一
年
十
月
、

ま
し拙

仰
木
絡
ら
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ア
カ
シ
ゾ
ウ
（
口
絵
凶
）
は
、
ほ
ほ
一
関
各
部

アカシゾウの発見地

位
の
化
石
が
発
抑
さ
れ
る
と
い
う
本

格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ア
カ

シ
ゾ
ウ
は
現
任
、

神
戸
市
立
教
育
研

究
所
に
保
管
さ
れ
、
研
究
が
続
け
ら

写真 64

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
興
味
深
い

突
が
わ
か
っ
て
い
る
。

は
約
一
・
八
）
（
一

メ
ー
ト
ル
、
体
長
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
、
象
と
し
て
は
小
型
の
大

」
の
標
本
の
体
高
（
清
ま
で
の
高
さ
）

き
さ
で
、
現
在
の
イ
ン
ド
ゾ
ウ
の
雌
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。
牙
は
長
く
、
大
き
く

ゆ
る
や
か
に
湾
山
し

一
・
じ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
で
、
体
長
や
体
高
に
比
べ
て
著
し

く
大
き
い
。
体
全
体
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
骨
太
で
短
足
柄
長
型
と
い
え
る
特

徴
を
も
っ
。

250 
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ア
カ
シ
ゾ
ウ
の

生
息
し
た
年
代

伊
川
行
川
で
発
開
削
さ
れ
た
ア
カ
シ
ゾ
ウ
が
、

ど
れ
く
ら
い
前

部
神
戸
一
併
な
歩
き
ま
わ
っ
て
い
た
の
は
、

な
の
だ
ろ
う
か
。

化
石
の
年
代
を
測
定
す
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

ア
カ
シ
ゾ
ウ
級
の
古
さ
で
は
、
廿
の
化
石
を
使
っ
て
直
接
測
定
す
る

技
術
は
ま
だ
十
分
に
開
発
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
今
回
は
、

ア
カ
シ
ゾ
ウ
を
含
ん
で
い
た
地
問
の
す
ぐ
下
に
あ
る
火
山
灰
山
中
の
鉱
物
を
試
料
に
、

ブ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
一
ブ

ツ
ク
法
に
よ
っ
て
年
代
測
定
を
試
み
た
。
使
っ
た
鉱
物
は
ジ
ル
コ
ン
で
、
そ
の
原
初
出
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ジ
ル
コ
ン
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
ウ
ラ
ン
は

の
率
で
自
ら
核
分
裂
を
す
る
が
、
そ
の
と
き
の
傷
跡
を
顕
微
鏡
で
測
定
す
れ
ば
、

ジ
ル
コ
ン
が

火
山
活
動
で
噴
出
し
て
か
ら
現
在
ま
で
の
時
間
経
過
が
算
定
で
き
る
し
く
み
で
あ
る
。

フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
法
に
よ
る
伊
川
行
向
井
吹
の
ア
カ
シ
ゾ
ウ
点
下
の
火
山
灰
層
は
一
・
六
＋
一

m
m
M
a
（二ハ
O
万

年
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
四

O
万
年
前
）
と
い
う
年
代
値
が
出
た
。

人矧／I',現JtrJの神戸の自然、

こ
の
年
数
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
猿
人
オ
ウ
ス
ト
ラ
戸
ピ
テ
ク
ス
が
出
現
し
た
年
代
に
き
わ
め
て
近
い
俗
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
伊
川
谷
町
井
吹
以
外
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
ア
カ
シ
ゾ
ウ
の
ブ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
年
代
は
ど
う
か
。

こ
こ
か
ら
数
キ
ロ
隊
れ
た
学
悶
同
町
で
発
制
さ
れ
た
プ
カ
シ
ゾ
ウ
の
一
メ

i
ト
ル
上
に
あ
る
小
寺
火
山
灰
の
年
代
は
一
・
九

一」

・
四
M
a
で
あ
る
c

ま
た
明
石
市
四
八
木
海
岸
の
既
風
浦
和
士
摺
中
の
火
山
灰
は
二
・

一＋一

0
・

一M
a
と
測
定
さ
れ
た

が
、
こ
の
粘
土
岡
市
か
ら
も
ア
カ
シ
ゾ
ウ
が
産
出
し
て
い
る
。

ア
カ
シ
ゾ
ウ
は
お
よ
そ
二

O
O万
年
前
後
の
日
本
に
生
息
し
て
い

ん兆一一
一策

た
ス
テ
ゴ
ト
ン
系
の
象
と
み
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

ア
カ
シ
ゾ
ウ
は
附
和
十

年
、
明
石
海
岸
の
林
崎
粘
土
問
問
か
ら
採
集
さ
れ
て
い
た
標
本
に
対
し
て
、
向
井
冬
二
が
パ
ラ
ス
テ
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の
で
あ
る
。

ゴ
ド
ン
・
ア
カ
シ
エ
ン
シ
ス
（
32hRhミ
喜
白
雪
込
町
尽
き
な

3
E即
日
也
怠
）
と
命
名
し
て
以
来
、

ア
カ
シ
ゾ
ウ
と
呼
ば
れ
て
き
た
も

ア
カ
シ
ゾ
ウ
の
化
石
は
明
石
か
ら
神
戸
凶
部
に
か
け
て
分
布
す
る
大
紋
層
群
の
青
粘
土
層
や
、
明
石
海
峡
底
か
ら

漁
網
に
か
か
り
引
き
揚
げ
ら
れ
て
い
る
。

プ
カ
シ
ゾ
ウ
に
附
似
す
る
象
化
石
は
、
金
沢
の
プ
ケ
ボ
ノ
ゾ
ウ
、
崎
去
の
カ
ン
ト
ウ

ゾ
ウ
、
森
川
の
ス
ギ
ヤ
マ
ゾ
ウ
、
ミ
ツ
ゴ
シ
マ
ゾ
ウ
な
ど
が
知
ら
れ
、
関
東
地
方
以
凶
の
十
数
カ
所
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。

明
石
動
物
化

石
群
の
特
徴

伊
川
谷
町
井
吹
で
は
ア
カ
シ
ゾ
ウ
の
ほ
か
の
動
物
で
は
、
臨
（
ニ
ホ
ン
ム
カ
シ
ジ
カ
？
）
の
下
あ
ご
と
角
な
ど
が

発
見
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
珍
し
い
産
出
例
と
し
て
胞
の
骨
を
鴨
ん
だ
ネ
ズ
ミ
の
歯
型
の
つ
い
た
化
石
が
出

て
い
る
。
動
物
と
し
て
は
象
・
臨
・
ネ
ズ
ミ
の
一
一
一
級
だ
け
で
あ
る
。
神
戸
付
近
の
ほ
か
の
化
石
産
地
の
状
況
は
ど
う
か
。

こ
の
時
代
の
動
物
化
石
を
含
ん
で
い
る
地
層
（
明
石
泉
宿
）
は
、
伊
川
谷
町
か
ら
北
聞
の
神
出
町
、
岩
間
町
に
延
び
、
さ
ら
に

明
石
市
の
問
八
木
海
岸
に
分
布
し
て
い
る
。
特
に
明
石
の
四
八
木
海
岸
は

H
明
石
人
間
（
円
。
問
題
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
三
凶
に
お

れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
ア
カ
シ
ゾ
ウ
、

よ
ぶ
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
有
名
な
所
で
あ
り
、
仏
本
や
鹿
の
化
石
が
数
多
く
発
見
さ
れ
た
場
所
と
し
て
も
広
く
知
ら

一
ホ
ン
ム
カ
シ
ジ
カ
な
ど
の
産
出
級
告
が
あ

ル
サ
ジ
ヵ
、

シ
カ
マ
シ
フ
ゾ
ウ
（
鹿
）
、

る
。
さ
ら
に
明
石
海
峡
践
で
潮
流
に
洗
い
出
さ
れ
、
漁
抑
制
で
引
き
同
妨
げ
ら
れ
た
化
石
を
加
え
る
と
、

プ
カ
シ
ゾ
ウ
だ
け
で
も
数

十
体
は
発
見
さ
れ
て
い
る
。
明
石
黒
隠
の
分
布
す
る
神
戸

1
明
石
は
日
本
に
お
け

鹿の角

る
象
化
石
の
宝
庫
で
あ
る
。
象
も
臨
も
と
も
に
政
食
動
物
で
あ
る
か
ら
、
食
物
述

5守：Ji65 

鎖
上
、
こ
れ
ら
を
係
食
に
す
る
肉
食
獣
が
生
息
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で

に
ド
況
や
狼
な
ど
は

稲
娯
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
明
石
動
物
化
石
群
は
日
以
的
に

は
多
い
が
、
磁
の
構
成
は
象
と
臨
の
み
か
ら
な
る
謎
の
多
い
化
石
動
物
相
で
あ
る
。
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ア
カ
シ
ソ
ウ

の
来
た
道

ア
カ
シ
ゾ
ウ
は
ど
こ
か
ら
米
た
象
な
の
か
。

日
本
列
島
の
み
に
生
息
し
た
間
有
種
で
あ
る
の
か
。

プ
カ
シ
ゾ
ウ
に
知
縁
の
象
の
全
開
分
布
を
み
る
と
関
東
地
方
以
問
の
十
数
カ
所
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
海
市
を

縞
て
た
ア
ジ
ア
大
限
で
は
、
朝
鮮
半
島
に
は
発
見
倒
の
報
告
が
な
く
、
中
国
小
部
に
は
、
体
の
大
き
さ
は
追
う
が
骨
格
の
儲
造

人類LI＼現j拐の神戸の自然
問－A・A・

.jf-~ニニμ日

の
よ
く
似
た
黄
海
象
が
数
多
く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
黄
河
の
中
流
に
佼

山
叫
す
る
甘
粛
省
合
水
で
全
骨
格
が
そ
ろ
っ
た
標
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
黄
河
象
は
清
ま
で
の
高
さ
が
凶
メ

i
ト
ル
に
逮
す

る
在
的
年
で
あ
る
。

そ
れ
に
比
べ
て
ア
カ
シ
ゾ
ウ
は
二
メ
ー
ト
ル
前
後
の

体
お
で
あ
る
。

い
こ
そ
あ
れ
、
骨
絡
の
特

両
表
に
は
体
の
大
き
さ
の

徴
、
特
に
頭
骨
の
構
造
に
共
通
し
た
点
が
認
め
ら
れ
、
阿
象
は
間
一
の

系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
質
年
代
上
は
黄
河
象
の
ほ
う
が
古
く
、
約
双

O
O万
年
前
の
地
層

か
ら
産
出
し
て
い
る
。

ア
カ
シ
ゾ
ウ
は
黄
河
象
か
ら
分
化

と
す
る
と
、

区I61 

し
た
象
で
あ
る
と
の
推
測
が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
白
木
に
移
動
し
て
き

た
黄
河
象
か
ら
ア
カ
シ
、
ソ
ウ
が
分
化
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
中
国
で
す

で
に
黄
河
象
か
ら
分
化
し
て
い
た
ア
カ
シ
ゾ
ウ
が
日
本
に
移
っ
て
き
た

の
か
、
こ
の
点
が
問
題
と
な
る
。

」
の
ア
カ
シ
ゾ
ウ
分
化
の
謎
を
解
く
鍵
と
な
る
象
化
石
が
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京
地
方
か
ら
限
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
小
間
の
黄
河
象
な
み
の
体
絡
を
も
っ
巨
象
の
一
部
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
今
日
有
地
問

（
奄
十
一
高
岡
山
静
）
も
問
。

O
J五
O
O万
年
前
の
古
さ
で
、
年
代
的
な
而
も
矛
盾
は
な
い
。

現
在
の
と
こ
ろ
、

日
本
に
渡
っ
て
き
た

渋
川
象
の
子
孫
が
ア
カ
シ
ゾ
ウ
で
あ
る
と
み
る
の
が
有
力
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
裁
河
象
は
ど
の
よ
う
な
コ

i
ス
で
日
本
列
島
に
や
っ
て
き
た
の
か
。
朝
鮮
半
島
に
は
ま
だ
黄
河
象
の
系
統
の

発
見
被
告
は
な
い
か
ら
、
東
シ
ナ
海
の
陸
橋
を
渡
っ
た
コ

i
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
開
橋
と
い
う
の
は
、
現
在
は
海
ま
た
は
海
峡

で
隔
離
さ
れ
て
い
る
が
、

か
つ
て
は
隙
続
き
で
あ
っ
た
場
所
を
さ
し
て
い
う
。
黄
河
象
の
生
息
し
た
新
第
三
紀
鮮
新
計
一
に
日
本

と
プ
ジ
ア
大
陸
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
純
物
化
石
で
も
同
地
方
に
共
通
す
る
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り
、
仏
棋
の

渡
米
コ
j

ス
と
し
て
山
崩
は
な
い
。

J
i
ト
ル
前
後
の
体
製
に
小
型
化
、
が
進
ん
だ
の
か
。

4
2
こ
JD品川
1
h
ト
川
上
レ
い
ず

，M
河

t
百
J

ルψ
ょ

ん

ノ

7
ニ，
A
i

一c
J

次
に
体
内
四
メ
ー
ト
ル
も
の
巨
象
が
な
ぜ

ζ
弓，
1ν
トー倫

る
場
合
の
例
と
し
て
、
大
陪
か
ら
郎
れ
島
興
化
し
た
地
域
に
こ
う
し
た
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
に
立
て
ば
、
黄
河
象

渡
米
の
こ
ろ
の
日
本
は
大
陸
と
は
陸
続
き
で
あ
っ
た
が
、
渡
米
後
、

ア
ジ
ア
大
陪
と
日
本
列
島
と
は
海
で
断
れ
て
い
た
と
般
棚

さ
れ
る
。
大
限
か
ら
分
断
し
た
時
期
は
い
つ
な
の
か
。
現
在
の
段
階
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
神
戸
の
自
然
史
の
考

山
口
川
会
｝
進
め
る

t
で
も
ア
ジ
ア
大
隊
と
の
離
合
問
題
は
主
要
な
課
題
で
あ
る
。

2 

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
と
湖
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メ
タ
セ
コ

イ
ア
の
森

ア
カ
シ
ゾ
ウ
が
す
ん
で
い
た
こ
ろ
の
神
戸
に
は
、
ど
ん

な
森
や
林
が
茂
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
象
や
距
た
ち

？ト は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
木
立
ち
の
中
か
ら
出
没
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

オオパ

ラょをミ

写真 66

路
神
戸
か
ら
東
へ
、
現
在
の
市
街
地
と
山
地
と
の
境
に
、

ア
カ
シ
ゾ
ウ
を
含
ん
で
い
た
背
粘
土
摺
（
明
石
黒
府
）
が
六
甲
山
地

モ
ミ
、

ツ
ガ
、

シ
マ
モ
ミ
、

マ
ツ
、

を
州
問
む
形
で
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
育
粘
土
隠
か
ら
メ
タ
セ
コ
イ
ア
を
は
じ
め
、

コ
ナ
一
ブ
、

ス
ギ
、

ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
、

フムワ、

神
戸
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
近
畿
、 コ

ウ
ヤ
マ
キ
、

セ
ン

J

ダ
ン
、

ヒ
ノ
ム
干
、

ヤ
ナ
ギ
、

オ
オ
パ
タ
グ
ル
ミ
な
ど
百
係
類
近
い
組
物
化
石
の
報
告
が
あ
る
。

ヒ
イ
ラ
ギ
、

四
国
地
方
に
わ
た
っ
て
広
く
認
め
ら
れ
る
。

イ
チ
ョ
ウ
、

オ
オ
パ
ラ
モ
ミ
、

シ
J

ア、

ハ
ン
ノ
キ
、
ブ
ナ
、

ケ
ヤ
キ
、

イ
チ
ョ
ウ
、

こ
れ
ら
の
憾
物
の
多
く
は
現
在
も
日
本
に
分
布
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、

シ
マ
モ
ミ
、

一
ブ
ン
ダ
イ
ス
ギ
、

人類似洩期の神戸の自然

メ
タ
セ
コ
イ
ア
、

ホ
オ
ノ
キ
、

こ
れ
は

フ
ウ
な
ど
は
、
中
国
の
関
川
省
、
湖
北
省
や
一
部
は
台
湾
に
も
自
生
す
る
が
、
現
在
の
日
本
列
島
に
は
分
布
し
な

第三三節

ぃ
。
ま
た
オ
オ
パ
ラ
モ
ミ
や
オ
オ
パ
タ
グ
ル
ミ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
代
を
川
以
後
に
絶
滅

オ4 オーノくタクタノレミ

Mm物
化
石
、
れ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

し
た
よ
う
な
絡
も
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
を
も
っ
こ
の
航
物
化
石
は
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア

神
戸
間
併
の
こ
ろ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
の
共
通
種
や
熱
帯
的
な
嬰
素
の
縞
物

写真 67

プ
純
物
化
石
訴
の
特
徴
で
あ
る
。

は
み
ら
れ
な
い
も
の
の
、
中
国
南
部
な
ど
の
現
生
誕
を
産
出
す
る
の
が
、

メ
タ
セ
コ
イ

自然・考古澄史編 1255 



念
け
る
化
石
メ

タ
セ
コ
イ
ア

メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
「
生
け
る
化
石
L

と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
椴
物
で
あ
る
。
神
戸
で
は
神
戸
層
群
に

も
大
阪
層
群
の
地
問
に
も
含
ま
れ
て
い
る
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
現
生
種
が
発
見
さ
れ
た
中
国
か
ら

ア
メ
リ
カ
を
経
て
日
本
に
移
脱
さ
れ
た
も
の
が
、
各
地
で
一

0
メ
ー
ト
ル
を
超
す
高
さ
に
生
長
し
て
い
る
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
は
椀
物
化
石
学
者
の
一
一
一
木
茂
が
、
北
半
球
の
第
一
一
一
紀
間
か
ら
普
通
に
産
出
す
る
が
第
四
紀
に
入
る
と
急
速
に

と
し
て
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。

減
少
し
、
日
本
列
島
か
ら
は
つ
い
に
絶
滅
す
る
こ
と
を
つ
き
と
め
、
ス
ギ
科
の
化
石
植
物
の
新
種
（
ミ
ミ
ミ
喝
さ
九
三
宣
言
宗
在
日
喧
品
目
）

と
こ
ろ
が
同
じ
こ
ろ
、
中
国
の
湖
北
省
や
四
川
省
で
種
名
不
詳
の
ス
ギ
利
の
大
木
の
自
生
地
が
発
見
さ
れ
た
。
中
国
の
植
物

学
者
は
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
た
一
一
一
木
茂
の

中l主liMJ~ヒ省に自生するメタセコイア

論
文
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
絶
滅
し
た
も
の

と
報
告
さ
れ
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
現
生

種
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
一
九

四
八
年
に
メ
タ
セ
コ
イ
ア
・
グ
リ
プ
ト
ス
ト

ロ
ボ
イ
デ
ス

（ミミ

bhss昔
、
還
さ
な
d
F
C仇

ts

出
口
え
の
宮
口
問
）
と
命
名
し
、
絶
滅
し
た
と
さ

れ
た
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
現
生
種
・
宮
中
国
で
発

写真 68

見
し
た
と
報
じ
た
。

こ
の
新
し
い
発
見
は
位
界
の
純
物
学
者
や
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不
完
全
な
化
石
の
状
態
で
推
定
し
た
メ
タ
セ

地
質
学
者
の
大
い
に
汁
低
回
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
も
う
ひ
と
つ
、

分
の
狂
い
も
な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
改
め
て
三
木
の
観
察
恨
の
鋭
さ
と
正

確
さ
が
高
く
－
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

コ
イ
ア
の
特
徴
が
、
混
生
種
で
確
か
め
た
と
こ
ろ

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
化
石
は
須
磨
区
名
谷
付
近
の
神
戸
層
群
、
路
区
の
大
阪
摺
群
明
石
泉
関
、
東
灘
区
赤
塚
山
の
大
阪
層
群
な

ど
か
ら
zK
他
出
し
て
い
る
。

カ
イ
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
槌
物
化
行
群
を
含
み
、
と
き
に
ア
カ
シ
ゾ
ウ
を
産
出
す
る
青
粘
土
摺
に
は
、

ヌ
マ

湖
の
広
が
り

シ
J

／
ミ
、

タ
ニ
シ
な
ど
の
淡
水
兵
化
石
も
産
出
す
る
。

Mm物
化
石
を
多
産
す
る
こ
と
、
淡
水
兵
化
石
を
含
み
、

湖
底
に
形
成
さ
れ
る
藍
鉄
鉱
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
背
粘
土
腐
（
大
阪
隠
群
下
部
蛮
府
群
）
は
淡
水
域
、

積
物
で
あ
る
。

つ
ま
り
湖
の
堆

／

c
l
で
ま
、

J
v
X
寸

3t

い
う
ま
で
も
な
い
が
海
生
化
石
は
全
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
林
の
水
辺
に
遊
ぶ
象
や
院
の
幹
れ
と
い
っ
た
景
観
の
湖
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
広
さ
の
湖
で
あ

人類U＇，現Jl:llの神戸の自然第三節

っ
た
の
か
。
近
畿
地
方
を
小
心
に
そ
の
分
布
を
追
う
と
、
琵
琶
湖
、
奈
良
盆
地
、
大
阪

子
野
、
六
甲
南
麓
、
淡
路
島
、
播
磨
地
方
主
広
が
り
、
さ
ら
に
閉
の
香
川
川
県
に
の
び
て

選立鉄鉱

い
く
広
大
な
湖
で
、
古
瀬
戸
内
湖
と
で
も
名
づ
け
た
く
な
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
湖
で

写真 69

あ
る
（
凶
必
参
照
）

G

川
悦
ぶ
の
神
戸
市
域
で
は
四
一
仇
岩
凶
町
、

神
出
向
は
す
っ
ぽ
り
湖
而
下
に
没
し
、

阿t
｜昆j

山
は
小
さ
な
r
品
と
な
っ
て
い
た
。
雄
附
山
は
抑
部
谷
町
の
山
に
続
き
、
そ
こ
か
ら
南
へ

ほ
ぼ
陸
線
状
に
太
山
寺
に
向
け
て
湖
岸
線
は
南
下
し
、
そ
の
ま
ま
垂
水
ま
で
延
び
る
。

自然・考方際9::訴前 I257 



さ
ら
に
須
磨
ア
ル
プ
ス
の
鉄
拐
山
の
麓
か
ら
高
取
山
の
麓
を
通
り
、
会
下
山
、
大
倉
山
、
海
洋
気
象
台
は
湖
水
域
内
に
あ
っ

Tこ
市
の
中
央
部
で
は
湖
は
新
神
戸
駅
、

長
峰
小
学
校
を
結
ぶ
線
よ
り
小
川
を
通
り
、

3
J
I
l
t
g寸
ん
t

t

、／、、

，引日ソパー
f
一弘レ

神
戸
大
内
了
の
わ
川
か
ら
北
東
方

内
に
延
び
鴨
子
ケ
原
、
住
吉
川
筋
合
｝
通
り
、

ゴ
ル
フ
場
、
奥
池
方
耐
に
広
が
っ
て
い
た
。
東
灘
U
れ
の
保
久
良
神
社
を
は
じ

め
金
鳥
山
、
荒
地
山
な
ど
も
湖
底
下
に
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
地
帯
に
あ
る
六
巾
山
の
前
山
的
位
置
を
占
め
る
五

0
0
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
地
は
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
以
後
の
六
m
T
変
動
に
よ
っ
て
高
度
を
噌
し
、
山
地
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

2ラ8神戸のi当然災と化石記録第四主主



第
四
節

吉
大
阪
湾
の
拡
大
と
明
石
海
挟
の
誕
生

1 

朝
霧
海
進
と
舞
子
貝
層

古大阪湾の拡大と明石海峡の誕生

プ
カ
シ
ゾ
ウ
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア
の
森
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
議
暖
気
伎
の
後
、
気
候
変
化
の
激
し
い

v氷
河

時
代
u
に
入
る
。
長
凶
区
の
丘
陵
部
に
は
日
以
後
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
植
物
群
を
産
出
す
る
肱
2
を
含
む
ぬ
i

か
ら
ぬ

5
ま
で
の
地
崩
が
分
布
す
る
（
隠
さ
。
古
大
阪
湾
の
海
が
播
磨
側
へ
流
入
す
る
前
の
地
層
群
で
あ
る
。
合
大
阪
湾
の
海

海
の
拡
大
を
告

げ
る
舞
子
長
層

が
間
約
石
海
峡
を
越
え
て
播
磨
灘
に
肱
大
す
る
の
は
、

五

O
万
年
前
こ
ろ
で
あ
る
が
、
次
に
述
べ
る
舞
子
日
ハ
府
は
、
そ
の
さ
き
が

け
と
し
て
お
と
ず
れ
た
海
進
（
籾
緩
海
進
）
に
よ
っ
て
で
き
た
地
問
で
あ
る
。

兎
水
一
民
の
舞
子
海
岸
に
凶
し
た
丘
陵
の
地
問
か
ら
保
存
の
良
い
只
化
石
の
出
る
こ
と
は
、
円
十
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
舞
子

兵
摺
と
名
づ
け
ら
れ
て
、
新
穏
を
含
む
一
人
種
の

枚
悶
川
ハ
や
巻
問
ハ
の
化
石
が
学
会
に
報
告
さ
れ
た
の
は
、
大
正
十

で
あ
る
。

昭
和
四
J
i
年
こ
ろ
ま
で
は
、
舞
子
浜
の
間
端
の
山
田
川
を
越
え
て
狩
口
台
に

に
沿
っ
て
は
ハ
化
石
の
地
問
が

し

第四節

舞
子
関
ハ
層
の
化
石
は
こ
こ
で
採
集
で
き
た
（
口
絵
日
）
。

年
か
ら
始
ま
っ
た
住
宅
地
の
大
規
校
造
成
に
よ
っ

し
カミ
し
II百

和
ノ＼

て
只
化
石
の
採
集
や
地
隠
の
観
察
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
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舞子Y:UWの主なfl化石

コベルトフネガイ

叱トノLrドウプJイ

イカイ

ムカシチヒロ

ハリマニシキ

ウス 1 キミノカイ

ナミマガシワ

イタボガキ

マガキ

ヤマトシジミ

ア寸jーリ

シオフキカイ

舞
子
日
ハ
問
の
あ
る
狩
口
台
の
来
の
端
、
車
水

K
利
口
ム
口
七
丁
円
か
ら
問
へ
、

ヒメシラトザカイ

マテカイ

キヌマトイガイ

グチベニエガイ

コシダカプJ、ン力ラ

アタムスタマガイ

アカニシ

ムギ力イ

セキモリブJ、イ

ウネナシイトカケガイ

イトカケカイの｛中！日j

君主 33 

問
六
丁
目
、
制
緩
、
明
石
市
の
松
ケ
丘
に
か
け
て
、
厚
さ
約
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル

コ
d
h九
ト
リ
ト
L

司
さ
了
、
J
U
J
、

U
1
u
Z中
二
伝
パ
カ
ノ
j
J
4
1
L

川
内
粘
土
問
と
呼
ば
れ
て
い
る

Q

舞
子
H
ハ
府
は

こ
の
川
副
粘
土
層
の
一
郎
で
あ
る
ο

川
四
粘
土
間
は
主
に
粘
土
か
ら
な
る
内

持
の
堆
積
摺
を
示
す
が
、
細
か
な
葉
理
（
ラ
ミ
ナ
）
の
発
達
す
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
舞
子
問
問
ハ
閣
の
あ
る
東
端
部
は
川
間
粘
土
腐
と
し
て
は
例
外
的
に
砂
や

礁
な
ど
の
粗
粒
堆
積
物
が
…
浮
く
堆
泊
し
て
い
る
似
所
で
、
化
一
め
は
そ
の
中
の

シ
ル
ト
閥
旧
か
ら
産
出
す
る
。
こ
れ
は
、
河
口
か
ら
海
に
流
れ
こ
ん
だ
砂
や
際

な
ど
が
入
江
の
よ
う
な
水
域
に
急
速
に
堆
積
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と
を
一
爪
し

て
い
る
。
只
化
石
の
中
に
は
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
の
よ
う
に
海
水
に
淡
水
が
混
入

す
る
汽
水
域
に
生
怠
す
る
殺
が
産
出
す
る
こ
と
や
、
日
ハ
化
石
の
表
面
が
熔
減

し
、
堆
約
ま
で
に
流
れ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
こ
の
粗
粒
堆
積
物
は
四
へ
数
十
メ
l
ト

ル
で
消
滅
し
、
川
西
粘
土
問
本
米
の
シ
ル
ト
質
粘
土
に
移
化
す
る
。

幸
子
代
田
土
ミ
ヒ
－

1
J一
川
、
ア
ニ
、

一一ドシ
f
i
t－

－

Y
J
1
7
イ

r
u
i
y
J山

1

－

フ
ジ
ツ
ボ
、

ヒ
ト
デ
な
ど
を
政
出
す
る
が
（
口
絵
“
）
、

」
れ
ら
は
い
ず
れ
も
潮
通
し

の
よ
い
砂
泥
成
に
生
息
す
る
も
の
が
多
い
。
全
体
と
し
て
、
暖
流
の
影
響
下
に
あ
る
内
持
に
特
徴
的
な
種
が
多
い
こ
と
か
ら
、

現
在
の
大
阪
湾
の
前
身
に
あ
た
る
海
が
こ
こ
ま
で
進
入
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

化
石
の
構
成
を
み
る
と
、

マ
ツ
印
刷
、

モ
ミ
属
、

ま
た
シ
ル
ト
質
粘
土
か
ら
抽
出
し
た
花
粉

ツ
ガ
属
、

ト
ウ
ヒ
属
、

ス
ギ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
温
帯
性
針
葉
樹
に
混
じ
っ
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て
ブ
ナ
属
、

コ
ナ
一
フ
並
属
、

舞
子
関
（
屑
か
ら
産
出
す
る
只
化
石
の
中
に
は
、
現
夜
の
大
阪
湾
に
生
息
し
て
い
る
磁
の
多
い
こ
と
が
、
化

コ
ベ
ル
ト

生
け
る
化
石
ム

カ
シ
チ
ヒ
ロ

ア
カ
ガ
シ
斑
属
な
ど
の
温
情
広
葉
樹
が
産
出
す
る
こ
と
か
ら
、
当
時
は
温
帯
気
候
下
に
あ
っ
た
。

フ
ネ
ガ
イ
、

サ
ル
ボ
ゥ
、 石

磁
の
時
間
的
経
過
を
知
る
上
で
重
要
な
情
報
で
あ
る
。

ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
、

マ
ガ
キ
な
ど
は
現
在
の
大
阪
湾
岸
の
砂
泥
底
や
磁
的
環
境
の
所
に
生

息
し
て
い
る
。

シ
オ
フ
キ
、

コ
シ
、
タ
カ
ガ
ン
ガ
ラ
、

ア
カ
ニ
シ
、

こ
れ
ら
の
貝
化
石
の
子
孫
は
川
間
粘
土
居
以
降
も
大
阪
湾
の
消
長
と
と
も
に
数
十
万
年
に
わ
た
っ
て
種
と
し
て

連
続
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
舞
子
只
間
か
ら
新
種
と
し
て
報
告
さ
れ
た

枚
悶
ハ
の

：、
壬生

ム
カ
シ
チ
ヒ
口
（
で
己
目
白
h
b
白』号、
q

h

三
宮
吉
弘
）
は
、
現
夜
の
大
阪
湾
の
須
磨
沖
、

岩
屋
沖
、
洲
本
沖
な
ど
の
や
や
泥
質
の
砂
a
版
に
す
む
ヤ
ミ
ノ
ニ
シ
キ
と
ア
ワ
ジ
チ

ヒ
ロ
の
祖
先
積
で
は
な
い
か
と
い
う
研
究
が
な
さ
れ
（
速
水
絡
・
一
九
八
五
）
、
舞
子
氏
居
の
も
つ
な
義
が
見
砲
さ
れ
て
い
る
。

市大阪湾の拡大と明石海峡の誕生第四郎

ヤ
ミ
ノ
ニ
シ
キ
（
3N白円
b

白含、
ψ

。イ、

五
J
一
六
本
の
強
い
放
射
劫
を
も
っ
、
均
撃
の
と
れ
た
美
し
い
兵
で
あ
る
。
こ
の
貝
は
大

ヒトデの化石

阪
湾
を
は
じ
め
、
紀
伊
水
道
北
部
、
播
磨
灘
、
伊
予
灘
、
周
防
灘
、
有
明
海
、
京
畿
湾
、

溺
海
湾
な
ど
の
水
深
一
一

l
六

O
メ

i
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
す
ん
で
い
る
が
、
そ
の
形
態
上
の

特
徴
を
手
が
か
り
に
地
質
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
最
古
の
化
石
は
舞
子
悶
〈
層
の
ム
カ
シ

写真 70

チ
ヒ
ロ
に
到
達
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
特
教
の
あ
る
放
射
肋
は
、
舞
子
口
火
摺
の
化

石
積
で
は
一
九

i
二
八
木
、
次
の
時
代
の
高
塚
山
粘
土
隠
の
も
の
で
は
一
六

i
二
二
本
に

減
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い
く
飯
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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川
西
粘
土
問
閣
の

示
す
古
環
境

川
凶
粘
土
問
に
含
ま
れ
て
い
る
化
石
に
も
と

ε
つ
い
て
、
均
的
の
神
戸
の
自
然
環
境
を
要
約
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。
汎
地
球
的
規
模
で
お
と
ず
れ
た
気
候
の
温
暖
化
は
、
神
戸
に
針
葉
樹
と
広
葉
樹
の
混
生
す
る

山
川
州
川
林
を
つ
く
り
、
海
岡
上
昇
に
よ
っ
て
大
阪
湾
に
流
れ
こ
ん
だ
海
水
は
泉
水
、
舞
子
ま
で
広
が
る
大
き
い
内
向
を
生
ん
だ
。

そ
の
海
に
は
暖
流
系
の
内
湾
積
が
生
息
し
、
現
主
の
大
阪
湾
に
す
む
貝
類
の
知
問
先
積
も
多
数
出
現
し
た
。
こ
の
本
格
的
な
温
暖

化
の
時
期
は
、
中
期
更
新
位
の
い
つ
ご
ろ
か
、
ふ
f

か
ら
何
年
ぐ
ら
い
前
に
お
と
ず
れ
た
の
か
、
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
、
火
山
灰
問
な
ど
年
代
測
定
の
対
象
に
な
る
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
将
来
の
問
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、
川
附
粘
土
層
の
次
に
お
と
ず
れ
た
温
暖
気
候
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
高
塚
山
粘
土
層
は
火
山
灰
の
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ

ツ
ク
年
代
で
約
五

O
万
年
前
と
測
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
近
い
年
代
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
で
は
、
川
間
粘
土
居
を

第
四
紀
初
引
の
下
部
更
新
位
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
古
い
時
代
の
地
層
で
は
な
い
。

2 

高
塚
山
溜
進
と
明
石
海
峡
の
誕
生

高
塚
山
扇
の
示

す
温
暖
な
気
候

小
川
節
に
述
べ
た
川
西
隠
の
時
代
を
上
川
る
出
暖
気
候
の
到
来
を
示
す
証
拠
が
垂
水
区
多
聞
町
小
束
山
一
刊

に
分
布
す
る
高
級
山
隠
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
高
塚
山
間
で
化
石
が
も
っ
と
も
な
タ
武
に
産
出
し
た
の
は
、
地

の
り
め
ん

下
鉄
学
院
都
市
駅
前
か
ら
市
へ
延
び
る
市
道
に
沿
う
道
路
の
法
閣
で
、

同
駅
か
ら
約

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
る
。
近
く
の

尚
塚
山
に
ち
な
ん
で
高
原
山
粘
土
隠
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
地
層
は
、
線
式
地
の
こ
こ
で
は
約
二

0
メ
ー
ト
ル
の
…
浮
き
で
あ
る
。

地
層
は
図
臼
に
示
し
た
よ
う
に
下
か
ら
上
へ
線
色
を
帯
び
た
背
灰
色
粘
土
（
下
部
粘
土
）
、

只
化
石
や
秘
物
化
石
を
合
む
踏
青
灰
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色
粘
土
（
中
部
粘
土
）
、
資
灰
邑
の
シ
ル
ト
混
り
の
砂
（
上
部
品
V

隠
）
の
一
一
一
つ
に
区
分
さ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
問
は
後
述
す
る
よ
う
に
政
出
化
石
の
内
容
に
よ
っ
て
下
部
粘
土
は
高
塚
山
海
進
前
の
淡
水
成
階
、
中
部
粘
土

は
海
進
別
に
形
成
さ
れ
た
海
成
層
、
上
初
砂
胞
も
海
成
穏
で
あ
る
が
、
海
面
が
停
滞
し
、
そ
の
あ
と
後
退
（
搬
送
）
す
る
の
に
伴

っ
て
、
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
堆
松
し
た
砂
回
別
で
あ
る
。
高
原
山
海
進
の
始
ま
る
直
前
に
火
山
灰
の
降
下
が
あ
り
、
そ
の

中
に
含
ま
れ
る
ジ
ル
コ
ン
を
試
料
に
フ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
法
に
よ
る
年
代
測
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

0
・
四
九
土

0
・
0

九
M
a
（
四
九
万
年
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
九
万
年
前
）
と
い
う
年
代
が
得
ら
れ
た
。
高
塚
山
火
山
灰
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
火
山
灰

は
約
五

O
万
年
前
後
の
噴
火
活
動
に
よ
っ
て
飛
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
塚
山
間
胞
の
堆
杭
当
時
の
自
然
環
境
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
限
ハ
新
刷
、

ゅ

う

と

う

か

い

け

い

け

い

そ

う

サ
ン
ゴ
、
魚
知
、
有
孔
虫
、
只
形
虫
、
読
藻
な
ど

合大阪湾の拡大と明石海峡の誕生

の
水
中
生
物
群
と
、
花
粉
、
大
型
植
物
化
石
な
ど
陸
上
純
物
の
化
石
群
を
調
査
し
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
。

な
お
、
こ
の

節
の
内
容
は
今
聞
の
新
修
神
戸
市
史
編
集
に
関
連
し
て
行
っ
た
地
質
学
的
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
新
事
実
で
あ
り
、

他
の
節
に
く
ら
べ
詳
し
く
述
べ
る
。

さ
め

珍
し
い
化
石
で
は
メ
ジ
ロ
ザ
メ
の
術
と
シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
の
度
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鮫
の
歯
は
化
石
と

メ
ジ
ロ
ザ
メ
の
歯
と

シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ

し
て
よ
く
発
見
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
阪
層
群
か
ら
は
初
め
て
の
発
見
で
あ
る
。
高
塚
山
層
の
中

部
粘
土
か
ら
メ
ジ
口
、
ザ
メ
の
上
あ
ご
の
わ
聞
と
下
あ
ご
の
蹴
の

一
つ
が
産
出
し
た
。

メ
ジ
ロ
ザ
メ
の
現
生
組
は
イ
ン
ド
洋
か
ら
太

平
洋
の
熱
帯
お
よ
び
強
熱
俳
句
海
域
に
広
く
分
布
す
る
が
、
瓶
殺
の
内
湾
な
ど
に
も
入
っ
て
く
る
中
型
の
サ
メ
で
、
体
長
は
ニ
メ

第四節

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
は

般
に
知
ら
れ
て
い
る
サ
ン
ゴ
礁
を
造
る
造
礁
サ
ン
ゴ
で
は
な
く
、
兵
や
石
の

表
面
な
ど
に
付
着
す
る
単
体
サ
ン
ゴ
の
一
種
で
あ
る
。

日
本
列
島
で
は
黒
潮
の
流
れ
る
沿
岸
に
生
息
し
、

日
本
海
で
も
能
登
半
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の
が
よ
く
発
見
さ
れ
る
。

島
あ
た
り
ま
で
分
布
し
て
い
る
。
こ
こ
の
中
部
粘
土
か
ら
は
マ
ガ
キ
の
殻
表
な
ど
に
付
着
し
た
も

メ
ジ
ロ
ザ
メ
も
シ
オ
ガ
マ
サ
ン
ゴ
も
現
生
穂
は
日
本
列
島
周
辺
で
は
黒

メジロザメの歯

湖
域
に
生
息
し
て
い
る
。

貝
化
石
群
と

フ
ジ
ツ
ボ

二
枚
悶
ハ
や
巻
隠
ハ
な
ど
の
貝
類
化
石
は
約
一
一
一

O
税
（
口
絵
M
W

）
産
出
す
る
が
、
さ
き

に
紹
介
し
た
ム
カ
シ
チ
ヒ
ロ
と
ハ
リ
マ
ニ
シ
キ
の
ニ
種
以
外
は
す
べ
て
現
生
種

写真 71

出
す
る
の
は
マ
ガ
キ
で
潮
間
祢
の
砂

で
あ
り
、
産
山
積
の
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
現
在
の
大
阪
湾
に
生
息
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
多
く
産

泥
底
に
特
徴
的
に
生
育
す
る
。
自
ハ
類

潮
間
惜
の
搬
通
し
の
よ
い
砂
泥
氏
に
す
む
群
集
と
、
内
湾
の
湾
奥

化
石
群
を
生
態
別
に
み
る
と
内
湾
の

部
の
や
や
循
環
の
悪
い
潮
間
帯
下
の
泥
質
底
に
す
む
群
集
と
に

分
さ
れ
る
。
前
者
の
群
集
は
中
部
粘
土
の
下
部
の
海
進
開
始
期
の

層
準
に
多
く
、
後
者
は
中
部
粘
土
の
上
部
に
多
い
。
こ
れ
は
海
進

が
す
す
み
、
水
深
が
増
す
と
と
も
に
深
く
入
り
こ
ん
だ
入
江
状
の

環
境
が
で
き
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

て
い
る
。

高
塚
山
粘
土
問
の
貝
化
石
の
う
ち
、

（
』

U
E
h
s

一
つ
の
新
種
が
記
載
さ
れ

コ
ガ
タ
ヌ
マ
コ
ダ
キ
ガ
イ

高塚山貝｝習の主な§!l化石

ホソヤツメタプfイ

タマガイの仲間

アカニシ

ミミエガイ

マノレミミェガイ

ムカシチヒロ

ハリマユシキ

イタヤガイ

ナミマガシワ

イタボガキ

マカ、キ

イワガキ

ケガキ

カモノアシカ‘キ

ヤマトシジミ

ウメノノ、ブーガイ

ツキガイモドキ

スダレガイの仲間］

カヵーミカ、イ

ウラカカ＊ミカホイ

ウラシマハマグリ

コガタヌマコダキガイ

ブーミカ。イ

シオフキガイ

トリガイ

ツタエガイ

コヅツガイ

ヤカドツノガイ

ツノカイの仲間

表 34
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E
E
h
N
h
E
3
5
2る
〉
ロ
品
。
）
は
小
型
の
二
枚
貝
で
そ
の
現
生
絡
は
須
磨
沖
の
砂
質
成
か
ら
も
採
集
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
こ
の
コ

ガ
タ
ヌ
マ
コ
ダ
キ
ガ
イ
が
、
青
森
県
を
南
限
と
す
る
ヌ
マ
コ
ダ
キ
ガ
イ
に
同
定
さ
れ
、
高
山
啄
山
陪
か
ら
産
出
す
る
貝
化
石
の
多

く
の
係
は
暖
流
域
に
生
息
す
る
絡
で
あ
る
が
、

ヌ
マ
コ
ダ
キ
ガ
イ
と
ナ
ガ
ガ
キ
は
氏
、
流
の
影
響
下
に
あ
る
水
域
に
す
む
も
の
で

あ
る
か
ら
、
高
塚
山
海
進
の
初
期
に
は

部
本
流
の
影
響
を
受
け
る
環
境
ド
に
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、

ほ
と
ん
ど
の

磁
は
暖
流
系
の
内
湾
に
特
設
的
に
生
育
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
後
の
研
究
で
判
明
し
た
。

ま
た
、
湖
町
阿
南
に
特
徴
的
に
す
む
フ
ジ
ツ
ボ
は
シ
ロ
ブ
ジ
ツ
ボ
、

i
l
l
i
！

i
i
i
l
：

：

 

ゲ
ン
ピ
ブ
ジ
ツ
ボ
（
仮
称
）
の
一
一
一
穏
が
あ

ム
レ
ア
ジ
ツ
ボ
、

り
、
い
ず
れ
も
緩
流
域
の
外
海
の
浅
海
に
生
息
す
る
が
、

ゲ
ン
ピ
ブ
ジ
ツ
ボ
は
内
湾
に
も
広
く
分
布
す
る
殴
で
あ
る
。
当
時
は

内
湾
と
は
い
え
、
こ
こ
は
外
洋
水
が
直
接
流
入
す
る
佼
震
に
あ
っ
た
。

古大阪湾の鉱大と明石海峡の誕生

有
孔
虫
も
ω
H
ハ
形
虫
も

と
も
に
大
き
さ
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

Mm

般
に
は
な
じ
み
の
な
い
動
物
で
あ
る
が
、

有
孔
虫
と
貝
形
虫

に
よ
る
環
境
鰐
析

位
で
表
わ
さ
れ
る
小
さ
い
生
物
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
海
に
生
息
す
る
が
淡
水
に
は
生
息
せ
ず
、
環
境
に

応
じ
て
生
息
す
る
種
類
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
IM
を
利
用
し
て
環
境
解
析
に
利
用
さ
れ
る
。
有
孔
虫
は
原
生
動
物
で
、

ア
メ

バ
に
石
炭
質
の
殻
を
つ
け
た
よ
う
な
微
生
物
で
、
日
八
形
虫
は
mγ
殻
類
に
属
し
、
左
右
不
ぞ
ろ
い
の
石
氏
質
の
背
叩
を
も
っ
微
生

物
で
あ
る
。
有
孔
虫
も
只
形
虫
も
石
灰
質
の
殻
を
も
っ
て
い
る
の
で
化
石
と
し
て
残
り
や
す
い

有孔虫

t
；
1
7
〉

｝

。

徳
行
不
て
去
と

高
塚
山
関
の
山
叩
部
粘
土
の

の
試
料
か
ら
有
孔
虫
化
石
訴
を
抽
出
し
、
そ
の
変
化
を
追

写真 72

跡
し
た
と
こ
ろ
次
の
よ
う
な
海
の
変
遷
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

A
iー
で
は
汽
水
域
の
内

第四節

の
持
奥
部
の
も
っ
と
も
嵐
分
の
低
い
泥
底
に
特
徴
的
に
す
む

kgss＆
宮
町
内
向
込
町
。
門
S
H
が
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C

戸

5
0
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M
K
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1
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lIlia且
殴
磁
調
髄

世
間
塚
山
粘
土
層
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B
E
B
E
E－
－
I
B
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－
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n

c

 

r
 

fυ 

八

O
M同
を
必
す
桜
山
状
況
を
示
す
。

A
l
i
2
で
も

同
組
は
四
七

dw
と
優
占
す
る
が
、
与
還
さ
口
三
日

E
h
h
ミ
丘
町
O

円円H
M
M

な
ど
が
明
加
す
る
。
こ
の

A
・F
・

J向塚、lLJf.YI I j市llti~ことの有孔虫の産 1＋：状況（北ill｝下調jlt)

問自門
H
H
M
M

は
湾
ふ
八
の
取
分
の
濃
い
場
所
に
生
息
す
る

有
孔
虫
で
あ
る
c
A
！
3
と
A
1
4
に
な
る
と
、

入品・？問。門

g
N
は
さ
ら
に
期
加
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ

て
み
・
？
向
。
円

g
H
は
大
き
く
激
減
す
る
。
こ
れ
は

海
γ

加
が
引
き
続
い
て
上
昇
し
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
な
か
で
A
i
4
に
は
熱
砕
か
ら
凱

熱
般
の
海
に
す
む
珍
し
い

M
J
5
5
5
名
・
が
い
亦

出
す
る
。

中
部
粘
土
の
円
以
上
伎
の

A
1
5
で
は

み
さ
さ
ロ
ミ
白
～
v
m
h
h
R仇
礼

町

O
R
M
M
W

問。門円
H
H

い
w

～uh尚昆号、白’

司
自
白
門
店
言
、
尽
き
P
N凶目、主忌
N

h

S

『
ミ
札
h
N
h
N

己
主
ぎ
な
ど

i父I62 

が
多
く
産
出
す
る
。

同
－
芝
公
室
内
己
注
意
寸
阜
県
刷
物
波

l
j（
J

J

 

の
浅
海
に
特
徴
的
に
生
息
す
る
稀
で
あ
る
。
こ
の

」
と
は
海
進
が
ま
だ
続
き
、
海
退
は
ま
だ
始
、
ま
っ

て
い
な
い
状
況
を
示
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
A

ー
か
ら
A
i
5
ま
で
の
有
孔
虫
化
石
群
の
変
選
に
も
と
、
、
つ
い
て
、
当
時
の
海
の

変
化
を
推
定
す
る
と
、

下
位
か
ら
上
伎
に
向
か
っ
て
海
進
、
が
進
み
、

・
水
祭
主

）
ノ
、

j

i

メ

i
ト
ル
b

ぐ
ら
い

に
な
っ
た
。
そ
し
て
A
i
5
で
も
こ
の
状
態
は
続
き
、
思
潮
系
の
群
集
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
政
上
に
尽
な
る
上
部
砂
簡
の
一
部
は
、
海
而
の
低
下
に
よ
る
践
上
か
ら
の
供
給
で
は
な
く
、

州
の
発
達
に
伴
っ
て
唯
損
し
た
前
間
間
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
高
塚
山
海
進
の
海
は
、
現
在
の
大
阪
湾
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

現
在
の
大
阪
湾
に
分
布
す
る
有
孔
虫
群
集
の
大
半
は
、
高
山
城
山
屑
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
大
叛
湾
で

市大阪湾の紘火と明石海峡の誕生第四節

高塚！ Li府中音fl粘土から~＼］＇，した fl形虫

1 Aurila corniculata 0 k u bo 

2. A. Kiritsubo Yajima 

3. Bicornucyt!zere bisanensis (Okubo) 

4. Callistocyt!zere alata Hanai 

5. C. undulatifacialis Hanai 

表 35

6. Cornucoquimba tosaemis (Ishizaki) 

7. Cy』!zerois?sp. 

8. Cytlzeromorplza acupunctata (Brady) 

9. Loxoconclza viva Ishizaki 

10. L. sp. 

11. A抗icrocytlzere?sp. 

12. Mzmseyellαjαponica (Hanai) 

13. Nipponocyt!zere bic日巾zata(Brady) 

14. Paracyt!zeroma? sp. 

15. Paradoxostoma pseud日＇dontaHan且i

16. Parakritlzella pseudadonta Hanai 

17. Pistocyt!zereis bradyi (Ishizaki) 

18. Propon/ocypris sp. 

19岨 Pseudopsammocytlzeretokyoensis Y ajima 

20. Scleroclzilus sp目

21. Semicytlzerura eloηgala Ikeya & Hanai 

22. S. sp. 

23. Sinocytlzeridea latiovata Hou & Chen 

24. Spinileberis quadriaculeata (Brady) 

25. S. sp. 

26. Traclzy/eberis scabrowneata (Br呂dy)

27. Xestoleberis sp. 

fl形 Hミ

1§1然・うす7なj絞）！：：.説話 i
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数
川
内
か
ら
一

OMm程
度
を
占
め
る
寒
冷
徹
の
W
N
h
h
h
町
内
宮
、
を
吾
は
、
高
山
城
山
府
か
ら
ん
点
く
広
川
し
な
い
。

む
し
ろ

h
e
b
R設
さ

3
h弘
h

民
営
き
さ
の
よ
う
な
暖
か
い
僚
が
産
出
す
る
。
こ
の
事
実
は
、
当
時
は
現
犯
の
大
抜
湾
よ
り
も
阪
か
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
川
じ
海
に
す
ん
で
い
た
貝
形
虫
で
は
ど
の
よ
う
な
結
果
が
川
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

A
I
1
、
A
1
2
で
は
沿
伴
砂
氏
質
に
す
む
入
品
忠
之
内
日
玄
三
H
h見
守
b
u
n
－白N
N
N
h
h
b
h
y
h
b
同
誌
と
白
h

p

h

g

b

h

E

h

q

R

芝仇
h

に
混
じ
っ
て

内
向
奥
の
泥
氏
に
す
む
守
白
h
b
X
S
3
H
R白
守
口
町
民
連
日
同
日
が
産
出
す
る
。

A
1
3
、
A
1
4
で
は
日
の
広
い
内
湾
泥
質
環
境
が

形
成
さ
れ
た
が
、

外
部
よ
り
沿
岸
砂
底
値
が
混
入
し
て
い
る
。

こ
の
な
か
に
は
南
方
稲
（
中
国
沿
岸
に
現
役
）
忌
き
ミ
h
p
h
『
泣
言

吉弘

Dgh白
が
応
出
し
、
日
ハ
知
や
有
孔
虫
に
み
ら
れ
る
温
暖
極
と
共
通
す
る
。

A
i
5
に
は
内
湾
稀
が
る
／
い
。
高
塚
山
間
中
部
粘

土
か
ら
派
出
す
る
問
問
ハ
形
虫
は
、
黒
潮
系
浅
海
種
が
多
く
、
山
北
、
流
系
を
示
す
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。

珪
藻
が
語
る
淑
か

ら
海
へ
の
変
化

政
誌
は
有
孔
虫
や
悶
〈
形
虫
よ
り
も
さ
ら
に
小
さ
い
藻
獄
で
、
そ
の
大
き
さ
は
ミ
ク
ロ
ン
（
千
分
の
一
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
）
で
表
わ
さ
れ
る
顕
微
鏡
的
生
物
で
あ
る
。

酸
化
ケ
イ
素
か
ら
な
る
し
っ
か
り
し
た
殻
を
も

っ
。
政
泌
は
淡
水
に
も
潟
水
中
に
も
生
息
す
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
水
域
に
よ
っ
て
す
む
種
頬
が
異
な
り
、
稀
の
追
い
は
殻
の
形
、

構
造
、
大
き
さ
で
見
分
け
ら
れ
る
。
珪
一
以
も
地
問
問
の
堆
相
似
し
た
環
境
を
的
前
慨
に
一
爪
す
優
れ
た
示
相
化
石
で
あ
る
。

珪
様
化
石
の
調
査
は
、
川
悦
式
地
の
い
問
問
塚
山
隠
の
刊
の
層
地
ゃ
か
ら
採
取
し
た
試
料
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
は
図
臼
に
示
し
た

よ
う
に
試
料
ー
か
ら
叩
ま
で
の
下
部
粘
土
か
ら
は
淡
水
種
の
み
で
、
海
水
積
は
全
く
産
出
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
試
料
日
か

ら
円
に
は
潟
水
艇
が
圧
倒
的
に
多
く
、
高
塚
山
隠
は
淡
水
湖
で
あ
っ
た
所
へ
、
急
激
に
海
が
進
入
し
て
き
た
こ
と
が
明
継
に
一
万

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
境
界
は
試
料
印
の
底
上
で
あ
り
、
湖
か
ら
海
へ
の
変
化
が
見
事
に
内
現
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
上
位
の
試
料

日
・
刊
で
は
淡
水
的
の

h
h
町内
2
2
ミ
主
役
N
h
p

ミ
”
と
と
凡
h
p
h
h
w
h
ミ
室
内
ミ
白
が
増
加
し
、
淡
水
と
海
水
と
が
混
じ
り
合
う
汽
水
域
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を
示
す
。

こ
う
し
た
水
域
の
変
化
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
る

と
、
湖
の
初
期
は
止
水
的
な
環
境
に
あ
り
、
水
深
は

一0
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

上
位
に
な
る
に
つ

れ
、
～
ぐ
白
な
門
店
三
白
町
む
き
な
、
泣
き
同

の
よ
う
な
流
水
域
に

す
む
穏
の
増
加
で
湖
水
は
流
れ
の
あ
る
環
境
に
変
わ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
が
、

ヒ
シ
の
実
や
そ
の
花

粉
な
ど
の
産
出
が
、
こ
の
推
定
を
支
持
す
る
。

次大阪湾の拡大と明Fi海峡の誕生

海
に
な
っ
て
か
ら
の
珪
藻
で
注
目
さ
れ
る
の
は

hhSNCY可
h
b
g
S
E
E
N
h
h
や
同
コ
宮
古
及
。
切
実
白
匂

3
・
の
よ
う
な
広
い
海
域
に
す
む
温
暖
種
の
出
現
す
る
こ
と
で
、

IE軒｝ヵτ＂＇寸
森林変滋

ケイソウヵf

，，《す本校

高塚111隠が示す自然環境

の変化

図 63

化
が
共
通
の
現
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

有
孔
虫
、
日
〈
形
虫
な
ど
の
化
石
の
産
出
で
も
確
か
め
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
古
大
阪
湾
の
拡
大
と
温
暖

」
れ
は
貝
如
、

大
規
模
な
森

林
の
移
動

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
高
塚
山
海
進
の
大
規
模
な
海
閥
上
昇
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
お
し
広
め
た
原
関
は
何
に

そ
れ
は
第
三
市
で
も
述
べ
た
よ
う
に
地
球
的
な
規
模
で
生
じ
た
気
候
の
焔
緩
化
に

よ
っ
て
増
加
し
た
海
水
量
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
気
候
変
動
に
も
と
づ
く
海
出
変
化
で
あ
る
な
ら
は
、
そ
の
出
暖
化
の
影
響
は

第四ffli

に
影
響
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
。

隙
上
の
揃
物
界
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
気
候
の
変
化
は
水
中
生
物
に
比
べ
、
強
上
の
生
物
は
、
も
っ
と
直
接
的

l"I然・考古歴史編 1269 
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J
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忠
誠
化
石
と
け
川
じ
試
料
に
も
と
づ
い
て
分
析

し
た
が
、

結
果
は
さ
き
の
予
測
を
立
証
す
る
森
林
告
が

Jつ
入

れ
か
わ
る
ほ
ど
の
大
規
悦
な
が
林
の
交
代
が
行
わ
れ
て
い
た
。

J
i
l
l
A
A
4
3
〉

t
4
0
ま
で
土
、
〆
－
Y
J
%
を
I

、
い
こ
ク
レ
ミ
、

84川
淑
引

J
J
V川

U
A
3
E
f
－
－
司
、

t
令

ヨ

1
h
f
f
d
l

i¥':J塚11111"'1のtlti木花粉化石のll'i現傾向

？
、
一
、
－
一
、

カ
f

ノ
キ

コ
ナ
一
ブ
一
政
属
、

レ

ク
マ
シ
デ
、

ハ
シ
バ
ミ
、

ケ
ヤ
キ
印
刷
、

ト
ネ
リ
ノ
コ
、

カ
エ
デ
な
ど
の
名
属
が
a
脱
出
す
る
。

こ
の
よ
う

の
広
葉
院
が
花
粉
粒
化
石
の
九

O
d河
川
後

を
山
め
、

特
に
ブ
ナ
同
と
ニ
レ
・
ケ
ヤ
キ
同
が
い
け
川
本
で
バ
山
す

）守、、

メ一カ

コ
ナ
一
ツ
刷
版
は
数
%
以
ド
の
低
点
下
で
あ
る
こ
と
と
、

M
川

葉
樹
mmも
低
率
で
あ
る
点
が
汁
山
口
さ
れ
る
。

現
訟
の

η
本
列
ぬ

の
森
林
で
は
潟
市
北
部
（
冷
抑
川
市
林
）
の
務
葉
樹
林
に
近
い
構
成

｜羽 64

の
森
林
で
あ
る
ο

山
中
部
粘
土
の
試
料
日
よ
り
上
位
で
は
γ

ツ印刷

モ
ミ
、

ツ
カ
、

ト
ウ
ヒ
の
ん
合
同
州
に
、

な
は
じ
め

コ
ウ
ヤ
マ
キ
、

ス
ギ
な
ど
の
山
川
市
性
針
葉
樹
の
グ
ル
ー
プ
と
、
広
葉
樹
で
は
ア

カ
ガ
シ
似
岡
、
が
任
倒
的
に
似
俊
市
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
低
率
で
あ

〉守、、

ヴ
r
b

ふ
μ

ヤ
マ
モ
モ
、

シ
イ
、

モ
チ
ノ
キ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ミ
ミ

ス
パ
イ
同
な
ど
の
常
総
性
の
広
葉
樹
の
グ
ル

i
ツ
か
ら
な
る
が

270 神戸の111然史と化行記録第四；；；11
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林
州
刊
に
が
ら
り
と
急
変
す
る
。

こ
の
ニ
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
、
市
町
緑
広
葉
樹
林
は
現
在
の
混
帯
南
部
（
暖
温
帯
林
）
の
森
林
構
成
に
似
る
が
、
針
葉
樹
林
は
、

現
夜
の
中
間
潟
市
林
（
そ
ご
＼
ツ
ガ
林
）
に
近
く
、
品
川
総
広
葉
樹
林
と
同
時
に
出
現
す
る
点
が
注
日
さ
れ
る
。
後
述
す
る
が
、
現

在
の
森
林
帯
の
原
型
が
つ
く
ら
れ
た
完
新
祉
の
純
生
史
を
み
る
と
、
中
間
温
情
林
は
常
緑
広
葉
樹
林
（
照
葉
樹
林
）
が
本
格
的
に

進
出
す
る
直
前
の
時
期
の
七

0
0
0年
前
に
繁
茂
し
、

四

O
O
O年
前
の
小
寒
冷
則
で
も
常
緑
広
葉
樹
林
に
先
立
つ
動
き
を
し

て
い
る
。

こ
の
高
塚
山
海
進
で
代
表
さ
れ
る
説
暖
気
候
下
の
森
林
相
は
、
前
述
の
よ
う
に
落
葉
広
葉
樹
で
は
コ
ナ
ラ
班
慌
が
少
く
、
針

葉
樹
は
常
緑
広
葉
樹
と
動
き
を
と
も
に
す
る
な
ど
現
在
の
森
林
相
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
級
成
で
あ
っ
た
。
大
型
遺
体
植
物
で

は
中
部
粘
土
か
ら
産
出
す
る
ブ
ナ
の
突
は
、
現
主
の
ブ
ナ
や
イ
ヌ
ブ
ナ
の
そ
れ
よ
り
小
型
の
臼
木
に
は
現
存
し
な
い
も
の
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
高
塚
山
腐
の
時
期
に
大
規
模
な
森
林
移
動
が
起
こ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
当
時
の
年
平
均
気
瓶
な
ど
の

推
定
は
難
し
い
課
題
で
あ
る
。

3 

明
石
海
峡
の
誕
生

高
塚
山
岡
崎

の
広
が
り

神
戸
市
の
前
面
に
広
が
る
大
級
湾
は
、
最
初
の
海
が
百
数
十
万
年
前
に
生
ま
れ
て
か
ら
、
現
在
ま
で
十
数
回
の

生
成
と
消
滅
を
繰
り
返
し
て
き
た
歴
史
を
も
っ
。
そ
の
こ
と
は
大
阪
平
野
の
∞
1
（
大
阪
港
深
一
関
ボ
ー
リ
ン
グ
第
一

号
）
を
は
じ
め
と
す
る
深
層
ボ
ー
リ
ン
グ
や
関
西
新
空
港
建
設
に
伴
う
海
自
民
地
質
調
査
で
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
大

272 第四時：神戸のI＇！然史と化： Ej記録



阪
湾
が
西
へ
延
び
播
跨
灘
と
つ
な
ぐ
明
石
海
峡
は
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
か
。

明
石
海
峡
の
成
因
に
関
し
て
は
第
三
本
で
、
六
甲
変
動
に
よ
っ
て

た
断
層
の
集
中
部
が
明
石
海
峡
に
あ
た
り
、
歪
み
の

集
中
を
う
け
た
地
殻
の
弱
線
部
（
低
地
帯
）
に
海
が
進
入
し
て
海
峡
が
生
ま
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
低
地
部
に
い
つ
海
が

入
っ
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を
共
体
的
に
立
証
す
る
地
質
学
上
の
証
拠
は
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
高
塚
山
層
に
対
し
て
総
合
的
に
研
究
を
進
め
る
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
明
石
海
峡
の
形
成
期
に
閉
山
す
る
回
答
が
得
ら

ブ
ィ
ッ
シ
ョ
ン
ト
ラ
ッ
ク
年
代
な
ど
で
あ
る
。

れ
た
。
そ
の
手
が
か
り
に
な
っ
た
の
は
、
協
同
塚
山
居
の
分
布
と
堆
積
相
の
観
察
、

r11大紋湾の拡大と明石海峡の誕生第四節

合
同
塚
山
謄
の
分
布
を
み
る
と
、
明
石
海
峡
に
街
し
た
現
夜
の
霊
水
や
舞
子

海
岸
に
は
分
布
し
な
い
が
、
舞
子
墓
闘
の
あ
る
花
こ
う
岩
の
丘
の
北
側
に

分
布
す
る
。
垂
水
ぼ
一
小
束
山
を
来
阪
に
多
出
町
、
開
区
学
閑
都
市
、
伊
川

谷
町
小
寺
方
聞
に
広
が
っ
て
い
る
。
高
塚
山
腐
の
堆
積
当
時
の
古
地
理
を

か
く
と
、
陸

ω
の
よ
う
に
前
述
の
花
こ

の
小
山
泌
を
凶
側
か
ら
限
り
こ

ん
で
内
消
が
掛
か
れ
る
。
垂
水
海
岸
か
ら
福
間
川
の
方
向
、
東
か
ら
の
海

の
進
入
も
考
え
ら
れ
る
が
、
堆
積
相
の
観
祭
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
予
測

ぽI65 

に
寄
る
ほ
ど
粗
粒
堆
積
物
が
多
く
、
北
間

ぜ
ん
い

へ
向
け
沖
合
相
を
示
す
納
粒
堆
積
物
に
漸
移
す
る
。
こ
れ
は
当
時
の
陵
地

主
く
ず
れ
る
。
自
家

U
引川口主

l

w

i
；

i
i
i
！
l
 

が
東
側
と
南
側
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
、
高
塚
山
海
進
の
海
は
、
現
夜

の
明
石
海
峡
の
位
院
を
通
り
、
間
か
ら
閉
り
こ
ん
で
き
た
ね
の
広
い
内
湾

i当然・考古)fil次総I273 
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大阪 i九
淡路,r,:;

を
形
成
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
約
五

O
万
年
前
後

111m11l：新111：以降の海進とその純日Ii

の
小
部
更
新
肝
い
で
あ
ゐ
。

J
H

附
塚
山
海
進
に
先
立
つ
抑
制
霧
泌
進
の
搬
は
、
明
石
海
峡
北
岸
に
入
江
状
の

湾
入
部
を
つ
く
っ
た
も
の
の
、
指
s
隣
灘
側
に
海
水
は
流
入
し
な
か
っ
た
。
狭

い
海
峡
を
海
水
が
本
格
的
に
通
過
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
高
塚
山
海
進
以
後

で
あ
る
。

日
川
塚
山
間
以
後
、

明
石
川
以
凶
に
時
代
の
述
う
海
成
問

寒
冷
・
混
媛
気

候
の
繰
り
返
し

が
少
な
く
と
も
主
的
分
布
し
て
い
る
。

例
区
山
行
同
町
印

｜苅 66

路
付
近
の
海
成
粘
土
、

3
－

i
 

凶
ザ

Zト

さ
ら
に
剖
の
加
古
川
市
日
同
町
の
海
成
粘
土
、

市
間
八
木
海
岸
の
海
成
粘
土
で
あ
る
。

」
の
ほ
か
堆
杭
物
は
残
し
て
い
な
い

が
海
岸
段
丘
と
思
わ
れ
る
地
形
も
あ
り
、

五

O
万
年
前
後
の
明
石
海
峡
成
立

以
後
、

海
は
数
川
に
わ
た
っ
て
帰
結
灘
へ
流
入
し
た
c

出
版
山
海
進
以
後
、
お
附
町
の
ぷ
以
粘
土
阿
川
、

日
間
川
の
海
成
阿
川
を
堆

的
さ
せ
た
蹴
暖
気
候
が
存

ιし
た
が
、
こ
う
し
た
似
緩
気
候
の
前
後
に
は
き
び
し
い
%
、
冷
気
候
が
お
と
ず
れ
た
。
そ
の
寒
冷
気

II自

不II
ノ＼

候
加
に
は
、
北
方
系
の
ト
ウ
ヒ
印
刷
や
カ
バ
ノ
キ
胤
な
と
か
ら
桃
成
さ
れ
る
森
林
が
形
成
さ
れ
て
い

す
ト
ウ
ヒ
属
、

カ
バ
ノ
キ
組
、

年
、
明
石
市
四
八
木
海
岸
で
打
わ
れ
た
切
行
人
什
発
抑
制
究
の
際
、
内
八
木
間
向
一
卜
か
ら
や
や
山
県
、
冷
気
候
を
一
川

ハ
シ
バ
ミ
同
問
、

コ
ナ
ラ
組
問
問
な
ど
の
よ
う
な
納
物
化
石
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ナ
ナ
カ
マ
ド
属
、
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第
五
節

現
在
に
似
た

自
然
環
境

最
終
間
氷
期
か
ら
現
在
の
自
然
へ

現
在
の
自
然
に
近
い
最
終
間
氷
期

今
か
ら

一万

K
0
0
0年
前
、
位
界
的
に
似
暖
気
候
が
お
と
ず
れ
た
。
海
は
い
川
同
支
」
含
ま
し
、
陵
地
に
進
入

し
て
き
た
が
、
大
甑
湾
沿
岸
で
も
現
夜
の
海
岸
線
を
磁
え
る
広
い
範
矧
に
拡
大
さ
れ
た
。
土
地
の

大
き
い
神
戸
で
は
当
時
の
海
而
の
お
さ
は
わ
か
り
に
く
い
が
、

変
動
泣
の
少
な
い
ハ
ワ
イ
の
オ
ア
ブ
ぬ
な
ど
で
は
約
五
メ
i
ト

段終問氷j努力ミら現在の自然へ

進
と
も
呼
ぶ
。

ル
の
い
日
間
さ
ま
で
上
昇
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
海
而
の

L

川
同
ま
り
を
日
本
で
は
ド
ボ
古
海
進
と
い
う
が
、
大
阪
湾
で
は
伊
丹
海

の
低
地
に
常
緑
の
森
（
照
葉
樹
林
）
が
定
者
し
た
。

陸
上
で
は
森
体
が
祖
暖
気
候
に
あ
わ
せ
て
移
動
し
、
そ
の
最
山
内
川
別
に
は

森
林
を
胤
…
成
す
る
出
木
の
積
知
山
、
は
現
布
の
照
葉
樹
林
に
近
い
が
、
そ
の
な
か
に
そ
ミ
、

ツ
ガ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
中
間
温
帯

森
林
か
ら
み
る
と
こ
の
温
緩
気
候
ド
の
気
混
は
、
川
弘
ム
仕
の
一
阪
か
さ
に
は
わ
ず
か
に

品
料
の
樹
障
が
加
わ
っ
て
い
た
椛
成
を

第11.i'i[〕

及
ば
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

：、、、、、

中
J
，tuw4μ

明
石
市
の
辺
八

そ
れ
と

大
型
動
物
で
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
が
生
息
し
て
い
た
。
神
戸
市
域
か
ら
の

I~！主主・ 2ぢ111-)lt.g_：続il

ロコ
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き
ゅ
う

同
時
代
と
推
定
さ
れ
る
橋
磨
町
の
地
問
か
ら
臼
衡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

人
類
史
の
上
で
は
、
す
で
に
位
界
各
地
に
人
額
は
党
場
し
て
い
る
が
、

日
本
で
も
こ
こ
数
年
間
に
東
北
地
方
の
仙
台
周
辺
で

こ
の
時
期
と
推
定
さ
れ
る
出
石
川
市
人
の
遺
跡
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
た
。

雨
Hm
が
多
く
、
階
性
土
撲
で
、
制
く
つ
の
少
な
い
日

本
で
は
旧
石
総
人
骨
は
融
解
さ
れ
化
石
化
し
に
く
い
が
、
将
来
、
神
戸
市
域
で
も
旧
石
川
市
人
の
追
跡
発
見
の
可
能
性
は
あ
る
。

二
万
五

0
0
0年
前
こ
ろ
が
撮
暖
化
の
ピ

i
ク
だ
と
す
る
揃
暖
気
候
は
そ
の
後
数
万
年
続
き
、
徐
々
に
最
終
氷
加
の
寒
冷

気
候
に
入
っ
て
い
く
が
、
そ
の
時
期
は
六
万
年
前
と
い
わ
れ
、
確
実
に
寒
冷
化
に
向
か
う
。
現
釈
に
も
っ
と
も
近
い
最
終
氷
期

と
、
そ
の
前
の
尚
北
、
冷
朋
と
の
問
に
挟
ま
れ
た
こ
の
数
万
年
の
温
暖
則
合
｝
枇
界
的
に
は
最
終
間
氷
期
と
共
通
し
た
名
称
で
呼
ん
で

い
る
。
現
夜
の
’
M
然
環
境
に
近
い
’
M
然
界
の
構
成
で
あ
っ
た
。

今
よ
り
広
か

っ
た
大
阪
湾

最
終
問
氷
期
の
海
面
上
昇
は
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
位
置
の
海
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
海

加
が
最
高
に
達
し
た
と
き
の
海
底
の
乎
ら
な
闘
が
、
海
岸
段
丘
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
、
海
岸
線
の
惚
充

は
河
能
で
あ
る
。
今
の
市
街
地
の
ど
の
辺
り
ま
で
海
が
広
が
っ
て
き
た
の
か
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
手
が
か
り
に
な
る
海

山
原
段
丘
聞
は
、
そ
の
後
の
六
甲
山
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
扇
状
地
性
の
堆
酷
物
で
埋
相
似
さ
れ
て
し
ま
い
、
旧
海
岸
線
の
推
定
は
難

し
し、

し
か
し
神
戸
市
の
東
と
聞
に
あ
る
伊
丹
市
と
明
石
市
に
は
、
こ
の
間
氷
期
の
海
底
に
形
成
さ
れ
た
地
摺
が
地
点
以
に
現
わ

れ
て
お
り
、

ま
た
、
海
岸
段
丘
も
開
，
約
さ
れ
な
い
で
平
山
川
面
が
残
っ
て
お
り
海
岸
線
追
跡
の
鍵
と
な
る
。

伊
丹
市
の
地
下
に
は
、
地
表
の
砂
擦
問
附
一
卜
に
伊
丹
粘
土
層
と
呼
ぶ
海
成
層
が
拡
く
分
布
し
て
い
る
。
ピ
ル
や
大
き
い
構
造
物

建
設
の
と
き
、
地
下
掘
削
附
に
よ
っ
て
顔
を
出
す
未
凝
慣
の
貝
殻
混
り
の
青
粘
土
層
が
そ
れ
で
あ
る
。
伊
丹
粘
土
摺
は
、
伊
丹
市

の
北
部
を
横
断
す
る
中
国
自
動
車
道
建
設
の
際
、
そ
の
ル

i
ト
に
沿
っ
て
分
布
し
て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
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伊
丹
海
進
の
海
は
、
中
間
自
動
車
道
を
舷
え
て
、
阪
急
宗
塚
線
の
近
く
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

方
、
明
石
市
で
は
、
明
石
域
の
あ
る
平
知
一
而
が
、
当
時
の
泌
氏
で
あ
る
。
こ
の
平
坦
隠
は
明
石
川
を
越
え
、

J
R
回
明
石
駅

を
は
じ
め
、
海
岸
か
ら
士
山
や
大
久
保
な
ど
の
丘
陵
の
麓
ま
で
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
大
規
模
に
務
地
し
た
よ
う
な
平
ら
な
地
形

は
し
ょ
く
が
い

が
続
く
。
そ
し
て
切
石
川
の
河
口
か
ら
来
二
見
港
ま
で
海
岸
に
つ
づ
く
波
食
崖
に
、
海
の
阿
久
化
石
を
含
む
海
成
摺
（
凶
八
木
間
以
）

が
現
わ
れ
て
い
る
。
現
夜
は
波
食
を
防
ぐ
防
波
段
や
護
岸
工
事
の
た
め
に
一
部
を
の
ぞ
い
て
詳
細
な
観
察
は
不
可
能
な
も
の
の
、

こ
の
海
成
問
と
地
表
の
平
民
間
と
は
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
海
進
に
よ
る
閥
八
木
屑
の
准
肢
と
、
ゆ
る
や
か
に

後
退
し
た
あ
と
に
残
っ
た
海
底
の
広
が
り
の
跡
で
あ
る
。

伊
丹
と
明
石
に
お
け
る
山
海
岸
線
を
神
戸
市
に
の
ば
す
と
、
市
街
地
問
部
で
は
、
儲
か
ら
来
へ
山
麓
線
や
会
下
山
、
大
倉
山

な
ど
の
氏
陵
の
麓
ま
で
た
ど
れ
る
。
中
央
ほ
か
ら
灘
区
、
東
灘
区
で
は
、
現
海
岸
線
と
山
麓
と
の
中
剖
地
点
ぐ
ら
い
ま
で
、
海

設終問氷期から現在の自然へ

は
広
が
っ
て
い
た
と
般
定
さ
れ
る
。

最
終
開
氷
山
川
に
お
け
る
神
戸
の
森
林
の
情
報
は
、
現
心
化
計
凶
中
の
大
阪
湾
岸
道
路
の
う
ち
ポ
！
ト
ア
イ

針
葉
樹
・
広
葉
樹

混
生
の
暖
治
権
林

ラ
ン
ド
お
よ
び
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
と
陵
地
を
結
ぶ
橋
脚
予
定
地
の
海
’
氏
ボ
i
リ
ン
グ
試
料
と
明
石
版
岸

の
期
八
木
屑
の
研
究
報
告
に
よ
っ
た
。
海
遊
が
始
ま
っ
た
海
成
問
（
ぬ
ロ
）
の
段
下
部
に
は
ト
ウ
ヒ
属
、

オ
ニ
、
ク
ル
ミ
、

ハ
シ
パ

コ
ナ
一
フ

Mm
属、

カ
バ
ノ
キ
、

ア
サ
ぃ
夕
、

ト
ネ
リ
コ
属
な
ど
が
産
出
す
る
。
こ

ミ
属
、

キ
ハ
ダ
、

エ
ゴ
ノ
キ
、

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
潟
市
北
部
的
要
素
の
広
菜
樹
績
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

第五節

地
口
…
腐
の
中
部
か
ら
上
部
に
か
け
て
瓶
椛
北
部
の
森
（
冷
招
書
林
）
の
喪
中

そ
れ
に
代
わ
っ
て
ア
カ
ガ
シ

に
減
少
し
、

国
属
や
シ
イ
な
ど
の
抑
岡
市
南
部
（
阪
滋
裕
林
）
の
樹
種
、
が
増
え
は
じ
め
、

気
候
祖
暖
化
に
伴
っ
て
森
林
交
代
が
加
速
さ
れ
て
い
く
。
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し
か
し
現
釈
の
照
葉
樹
林
の
域
に
ま
で
は
進
行
し
な
か
っ
た
。

ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
と
、

グ

ノレ

ツ
ガ
、

モ
ミ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
、

ミ
、
ク
マ
シ

J

ア、

ハ
シ
バ
ミ
、

ケ
ヤ
キ
、

カ
エ
デ
な
ど
の
落
葉
性
の
広
葉
樹
が
出
生
す
る
森
林
が
で
き

イ
ヌ
ブ
ナ
、

コ
ナ
一
フ
、

て
い
く
。

そ
の
な
か
に
は
さ
き
に
あ
げ
た
ア
カ
カ
シ
取
属
、

イ
ヌ
マ
キ
印
刷

ヤ
マ
モ
モ
、
シ
，
寸
、

サ
ル
ス
ベ
リ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、

な
ど
南
の
系
統
の
樹
木
も
加
わ
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
森
林
構
成
を
現
在
の
日
本
列
島
の
森
林
帯
と
比
べ
る
と
、
暖
潟
市
落
葉
広
葉
樹
林
（
中
間
航
併
林
）
に
近
い
が
そ

れ
に
そ
ミ
、

ツ
方
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
を
加
え
た
組
成
を
一
爪
す
も
の
の
、
こ
れ
に
類
似
す
る
森
林
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
森
林
構
成
を
ふ
ま
え
て
、
当
時
の
気
候
を
大
づ
か
み
に
い
う
と
、
気
泡
な
ど
は
現
在
に
ほ
ぼ
近
い
が
、
や
や
乾

燥
し
た
気
候
環
境
下
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

2 

き
び
し
い
自
然
の
最
終
氷
期

沼
石
器
人
の
登

場
と
寒
冷
気
候

叶J
、，叶円
H
ぃ‘，
a
h

’tu
－－
a

、

ω2AqrJlイ
ノ
’
引
叶

兵
庫
県
一
卜
で
相
次
い
で
旧
石
間
人
の
生
活
し
た
追
跡
、
造
物
が
発
見
さ
れ
て
話
題
を
よ

ゐ
い
ら

万
五

0
0
0年
前
に
山
引
出
し
た
始
’
災
火

ん
だ
。
多
紀
郡
同
紀
町
紋
井
と
、
氷
上
郡
春
日
町
七
日
市
で
、

山
灰
層
に
伴
う
上
下
の

か
ら
ナ
イ
フ
現
有
捺
を
は
じ
め
炉
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
神
戸
市
で
も
追
跡
を
伴
わ

な
い
旧
石
器
が
断
片
的
に
採
集
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
遺
跡
で
は
年
代
を
決
定
で
き
る
広
域
火
山
灰
層
に
伴
っ
て
発

見
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

こ
の
婚
期
的
な
発
見
の
あ
っ
た
同
じ
昭
和
五
十
九
年
五
月
、
六
叩
ア
イ
ラ
ン
ド
で
新
修
神
戸
市
史
編
集
の
た
め
の
ボ
1
リ
ン
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グ
鵡
奈
が
行
わ
れ
た
。
深
さ
八

0
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
述

続
し
た
堆
積
物
の
採
集
の
目
的
は
、
大
阪
湾
が
院
地
化
し

て
い
た
最
終
氷
則
の
自
然
縄
境
を
復
元
す
る
情
報
源
と

な
る
ピ
i
ト
（
泥
炭
限
）
を
入
手
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
市

史

県
史
編
集
J: 

ユ
ニ
ー
ク
と
い
え
る
こ
の
ボ
！
リ
ン

グ
調
査
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
出
石
総
人
の
生
活
舞
台
そ

の
も
の
で
あ
る
当
時
の
自
然
環
境
の
複
元
に
成
功
し
、
則

六＂l＂アイランドで実施

したボーリング調査

写支 75

待
さ
れ
て
い
た
最
終
間
氷
期
と
後
氷
mm
（
完
新
位
）
と
を
つ
な
ぐ
自
然
史
上
の
従
ム
引
を
十
分
時
め
る
成
果
止
を
あ
げ
た
。
こ
の
調
査

最終的1氷期から現在の自然へ

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
森
林
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
出
時
の

に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
成
果
は
、
最
終
氷
山
加
は
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
寒
冷
化
し
な
か
っ
た
事
実
が
明
ら
か
に

に
は
本
州
の
高
山
地
帯
や
北
海
道
に
み
ら
れ
る
班
寒
市
針
葉
樹

林
は
分
布
せ
ず
、
組
帯
北
部
的
な
森
林
（
冷
潟
市
林
）
が
生
育
し
て
い
た
。

大
阪
湾
も
最
終
氷
則
小
に
数
問
、
～
ハ
巾
プ
イ
ラ
ン
ド

や
ポ
！
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
南
端
に
海
が
進
入
し
て
き
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、
同
じ
こ
ろ
関
東
平
野
で

代
的
に
も
合
致
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
な
調
査
で
あ
っ
た
。

研
究
さ
れ
て
い
た
最
終
氷
燃
の
自
然
環
境
の
変
造
と
も
よ
く
適
合
し
、
ま
た
丹
波
地
方
の
旧
石
然
遺
跡
と
は
調
資
時
期
も
、
年

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
情
報
の
う
ち
、
出
石
加
入
と
深
く
か
か
わ
る
附
乳
動
物
加
に
関
す
る
情
級
を
み
る
と
、

ヤ
ベ
オ
オ
ツ
ノ
ジ
カ
、

ニ
ホ
ン
ム
カ
シ
ジ
ヵ
、

第五郎

な
ど
の
ほ
か
、
北
方
か
ら
渡
来
し
た
ウ
マ
類
、

万
五

0
0
0年
1
一
万
五

0
0
0年
の
こ
ろ
に
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、

J
A
i

ノ
シ
シ

ヘ
ラ
ジ
ヵ
、
バ
イ
ソ
ン
（
抑
制
牛
）
な
ど
の
大
型
補
乳
類
が
本
州
に
生
息
し
て
い
た
c
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冷
涼
滋
潤
だ
っ
た

前
半
の
寒
冷
化

約
六
万
年
前
か
ら
始
ま
る
最
終
氷
則
の
前
半
は
、

ス
ギ
科
に
属
す
る
ス
ギ
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ

スぃ午、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
ハ
ン
ノ
キ
の
一
一
一
種
、
が
森
の
大

半
を
占
め
る
針
葉
樹
林
優
占
の
時
則
が
長
く
続
い
た
（
凶
日
山
）
。

土、

1ぞ
a
t
a
l
h
l
h
r
c
i
三
こ
ミ
ム

j
L
j
p
Fる

l

v

A
コ
引
日
μ
り
フ

i
v
I
1
4
I
J
J
Mり
ノ
ノ
イ

v

る

日
本
村
産
の
針
葉
樹
で
あ
る
。
最
終
氷
山
川
の

前
半
に
、
神
戸
地
方
の
森
林
に
優
占
し
て
い

た
ス
ギ
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
生
育
条
件
が
現
伝

の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
る
確
か
な
証

拠
は
な
い
が
、
現
在
の
両
種
の
天
然
分
布
地

の
気
候
条
件
を
参
考
に
あ
げ
て
み
る
。

ス
ギ
の
自
生
林
の
南
波
は
鹿
児
島
県
屋
久

島
で
、
北
限
は
青
森
県
で
北
海
道
に
は
分
布

し
な
い
。
自
生
林
の
多
い
地
方
の
気
候
は
、

日
本
海
側
で
は
年
間
削
除
水
量
が

一0
0
0
1

双

0
0ミ
リ
メ

i
ト
ル
で
、
夏
は
比
較
的

温
度
が
高
く
、
冬
は
か
な
り
梨
、
ぃ
。
太
平
洋

側
で
は
三

O
O
O
J四
0
0
0ミ
リ
メ

l
ト

ル
で
、
海
抜
高
度
の
高
い
所
に
自
生
地
が
多

フナ属ア力ガン亜府Jコナう車＂~＂＇、ノコウヤマキ

一一…一白‘－＜ L L, b ' －一一一一60 JC o iii 2o JO 40 so so io o 10 2c Jo 4o o io 2n JC 40 o 10', c 10 20 

280 

付近の納t~L変造

神戸の自然史と化石記録tJ'.)12.!l'l;t 



く
、
や
や
寒
冷
な
気
候
下
に
あ
る
。

コ
ウ
ヤ
マ
キ
の
南
限
は
宮
崎
県
、
北
限
は

福
島
県
で
、
年
間
降
水
量
は

五
O
O
J
二

0
0
0ミ
リ
メ
！
ト
ル
、
変
は
冷
涼
、
冬
は

や
や
低
混
の
地
方
に
よ
く
分
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
拘
種
の
高
度
分
布
を
み
る
と
、
と
も

に
低
山
帯
に
多
い
。
こ
れ
を
森
林
帯
に
お
き

か
え
る
と
、
広
義
の
温
帯
林
に
相
当
す
る
。

設終開71'くj拐から現在の自然へ

乾
燥
化
と
小
湿
媛

気
候
の
お
と
ず
れ

間
万
年
前
後
に
は
ス

、，，
Zγ 、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
、

ハ
ン
ノ
キ
林
は
姿
を
消
し
、
代
わ
っ
て
マ
ツ

科
の
マ
ツ
、

ツ
ガ
、

モ
ミ
、

ト
ウ
ヒ
属
な
ど

の
温
帯
性
針
葉
樹
と
、

カ
バ
ノ
キ
、

コ
ナ
ラ

班
属
、

ニ
レ
・
ケ
ヤ
キ
、
ブ
ナ
、

ハ
ン
ノ
キ

属
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
か
ら
な
る
針
葉
広
葉

第五節

混
生
林
が
出
現
す
る
。

コ
ウ
ヤ
マ
キ

ス
ギ
、

の
林
か
ら
乾
燥
に
耐
え
ら
れ
る
マ
ツ
利
の
林

スキトっと足立ワガ箆

一一一一~0 10 2沼 30 0 10 20 0 10 28 30 40 50 60 70 

最終氷郊における六市アイランド
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万
1
一
一
万
五

O
O
O年
前
に
は
、

コ
ナ
ラ
班
属
、

へ
の
移
行
は
、
気
候
が
乾
燥
化
に
向
か
っ
て
き
た
こ
と
を
示
す
（
丹
波
地
方
の
出
石
田
愉
逃
跡
調
査
に
よ
る
）
。

カ
バ
ノ
キ
、
ブ
ナ
、

ハ
ン
ノ
キ
属
な
ど
の
広
葉
樹
、
が
マ
ツ
科
を
中
心
と

す
る
針
葉
樹
を
上
回
る
混
生
林
を
形
成
し
て
い
た
。
乾
燥
化
に
加
え
て
小
説
棋
な
気
組
上
昇
を
も
た
ら
し
た
湖
暖
気
候
が
お
と

ず
れ
た
の
で
あ
る
。

寒
冷
気
候
の

お
と
ず
れ

一
万
五

O
O
O年
前
、
陶
九
州
で
大
噴
火
を
起
こ
し
た
姶
良
火
山
の
火
山
灰
（
A
T
）
は
偏
山
風
に
の
り
、
広

域
に
分
布
す
る
が
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
で
も
深
度
一
一
一
八
メ
ー
ト
ル
で
発
見
さ
れ
、
堆
加
物
の
年
代
を
示
す
鍵

う
兆
し
を
み
せ
る
。

関
の
役
割
り
を
果
た
し
た
。

A
T
火
山
灰
陪
の
上
下
の
泥
炭
の
花
粉
化
石
は
、

さ
き
の
小
撮
暖
気
候
が
去
り
、
寒
冷
化
へ
向
か

盆
地
の
板
井

ヶ
谷
泣
跡
の
A
T
隠
準
か
ら
ヒ
メ
バ
一
ブ
モ
ミ
、

そ
れ
は
落
葉
広
葉
樹
の
減
少
と
針
葉
樹
の
増
加
と
い
う
形
で
現
わ
れ
る
。
神
戸
市
域
で
は
な
い
が
、
篠
山

シ
ラ
カ
バ
、

が
産
出
し
て
い
る
。

キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
、

ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
材
化
石
や
突

ハ
叩
ア
イ
ラ
ン
ド
の
約
二
万
年
前
の
泥
炭
憎
か
ら
は
針
葉
樹
の

援
点
す
る
花
粉
化
石
群
が
認
め
ら
れ
る
が
、
問
和
六
十
二
年
、
灘

区
の

J
R
六
甲
道
駅
北
側
の
フ
ォ
レ
ス
タ
六
甲
の
敷
地
の
泥
炭
層

か
ら
娘
、
冷
気
候
を
一
爪
す
化
石
が
発
見
さ
れ
た
。
地
表
一
子

メ

ー
ト
ル
の
泥
炭
層
か
ら
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
の
稲
子
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
泥
炭
層
の
刊
年
代
は
一
万
七
四

O
O年
前
と
測
定
さ
れ
た
。

チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
は
朝
鮮
半
島
を
中
心
に
中
関
東
北
部
か
ら
日

282 神戸のI可然史と化石記録第四章



姶良火1111夫の火山ガラス

本
列
島
の
高
山
地
慌
に
分
布
す
る
マ
ツ
科
の

工事中のブォレスタ六If!

種
で
、
そ
ら
豆
大
の
種
子
は
食
用
に
供
さ
れ
る
。

4
M

阿
さ
千
メ
ー
ト
ル
級
の
六
市
山
地
に
は
自
生
し

な
い
が
、
中
部
地
方
の
山
岳
地
併
で
は
一
五

O

j品1す O
Ill る J
で。二

は朝三三
高鮮 O
度当三 O
;I、長h メ

O 中 l
O 部 ト
メのノレ

！日の
ト本箱
ノレ海聞
か側に
らに多
チあく
ヨる分
ウ雪ソ 布

写真 77

写真 78

セ
ン
ゴ
ヨ
ウ
の
自
生
が
み
ら
れ
、

0
0
O
J
 

最終！日1氷；矧から現在の自然へ

布
す
る
垂
直
分
布
裕
で
あ
り
、

日
本
の
ブ
ナ
林
（
双
山
業
広
葉
樹
林
）
に
相
当
す
る
森
林
帯
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ

0
0メ
ー
ト
ル
の
閉
が
も
っ
と
も
よ
く
分

ヨ
ウ
が
、
最
終
氷
則
の
最
寒
冷
期
に
六
甲
山
地
の
麓
に
生
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当
時
は
現
在
に
比
べ
て
年
平
均
気
温

？
三
瓶
な
ど
の
針
葉
樹
花
粉
が
六

O
J八
O

が
数
度
低
下
し
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
泥
炭
府
の
花
粉
化
石
も
マ
ツ
属
、

寒
冷
気
候

の
緩
和

万
五

0
0
0
1

%
の
高
率
で
産
出
し
寒
冷
気
候
を
支
持
す
る
。
氷
期
と
い
っ
て
も
当
時
の
六
甲
山
地
に
は
山
岳
氷
河
は
発
達
し
な
か
っ
た
。

万
年
の
加
は
晩
氷
期
と
い
い
、
寒
冷
気
候
が
緩
和
し
蹴
暖
化
に
向
か
う
時
別
で
あ
る
。
こ

の
気
候
緩
和
加
の
総
生
の
状
況
は
灘
区
の
灘
郵
便
局
敷
地
の
泥
炭
摺
と
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
や
ボ
！
ト
ア
イ
一
フ

第五節

ン
ド
の
泥
炭
層
（
口
絵
9
）
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
灘
郵
便
局
の
一
万
五

0
0
0年
代
を
示
す
泥
炭
閣
の
花
粉
化
石
群
は
、
針
葉

カ
バ
ノ
キ
、

樹
花
粉
が
多
い
も
の
の
、
そ
の
中
に
ス
ギ
と
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
認
め
ら
れ
、
広
葉
樹
で
は
コ
ナ
ラ
直
属
を
は
じ
め
、

自然・考古！絞災者対 I283 
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ク
ル
ミ
、

ニ
レ
・
ケ
ヤ
キ
、
ブ
ナ
属
な
ど
が
産
出
し
、
樹
木
の
級
類
数
の
増
加
が
注
目
さ
れ
る
。
徐

ク
マ
シ
デ
、

、
／
守
、
：
ー
、

ノ
J

J

ノ、、、

々
で
は
あ
る
が
縦
突
に
蹴
暖
化
し
て
き
た
こ
と
が
花
粉
化
石
の
構
成
の
中
か
ら
読
み
と
れ
る
。

今

.) 

現
在
の
自
然
の
成
立

一
万
年
前
の

神
戸
の
自
然

…
万
年
前
か
ら
現
夜
、
ま
で
を
完
新
位
と
い
い
、
も
っ
と
も
新
し
い
地
質
時
代
で
あ
り
、

の
縄
文

弥
生
・
合
墳
時
代
を
経
て
現
在
に
い
た
る
期
限
を
さ
す
。
六
甲
山
地
の
森
林
や
大
阪
湾
の
広
が
り
な
ど
、
わ

れ
わ
れ
が
日
常
接
し
て
い
る
現
在
の
神
戸
の
自
然
は
、
こ
の
完
新
役
の
一
万
年
間
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

狩
猟
を
生
業
と
す
る
縄
文
人
が
住
み
は
じ
め
る

万
年
前
の
縄
文
時
代
平
部

1
早
期
に
お
け
る
神
戸
の
自
然
環
境
は
ど
の
よ

設終間氷j弱から現夜の自然へ

う
な
状
態
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
当
時
の
地
形
、
総
生
、
地
質
、
気
候
な
ど
に
つ
い
て
概
綴
す
る
。

万
年
前
の
大
阪
湾
は
現
弘
よ
り
も
一
間
り
小
さ
く
、
約
三
五

1
問

0
メ
ー
ト
ル
の
低
い
所
に
海
聞
が
あ
っ
た
た
め
、
当
時

の
海
岸
線
は
神
戸
港
課
め
立
て
以
前
の
自
然
海
岸
か
ら

四
キ
ロ
メ
！
ト
ル
も
雌
れ
た
沖
合
に
あ
っ
た
。
現
在
の
ポ
！
ト
ア

万
年
前
の
海
岸
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ラ
ン
ド
や
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
の
南
端
の
あ
た
り
に

し
た
が
っ
て
今
の
市
街
地
と
ほ

ぼ
向
、
じ
一
料
の
陣
地
が
大
阪
湾
に
張
り
川
し
て
い
た
。

最
終
氷
則
の
二
万
年
前
後
に
は
、
位
界
的
な
寒
冷
化
の
影
響
を
受
け
て
海
出
が

0
0
メ
ー
ト
ル
近
く
も
下
が
り
、
紀
伊
水

第Ii.Ji官

道
付
近
ま
で
後
退
し
て
い
た
海
が
、

一
万
年
前
に
は
神
戸
沖
合
ま
で
反
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

六
甲
山
は
現
荘
と
ほ
ぼ
似
た
尚
さ
で
、
す
で
に
九

0
0
メ
ー
ト
ル
の
か

T
tを
持
つ
山
地
を
形
成
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
梅
田

自然・考古歴史編 I285 



制
問
問
ア
力
ガ
炉

問
早
川
，
川
い

j

エ
ノ
キ
・

ム
ア
ノ
キ
滋

フ
ナ
印
刷

……；鼠手等性針葉樹一一一一 一 寸

ス

ギ

｝。
↓ム

' 
0 50＇タ

が
間

0
メ
ー
ト
ル
も
低
い
佼

mmに
あ
っ
た
か
ら
六
中
山
の
高

さ
は
相
刈
的
に
向
く
な
る
。
こ
の
脳
数
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
海
岸
低
地
に
は
洛
葉
広
葉
刷
山
林
に
針
葉
樹
が
混
生
す
る

最終間氷j羽以降における神戸地域の米林変選

樹
林
か
ら
、

コ
ナ
一
ブ
を
中
心
と
す
る
落
葉
広
葉
樹
林
に
変
貌

す
る
大
規
模
な
森
林
移
動
が
進
行
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ

た。
そ
の
当
時
、
神
戸
の
海
岸
低
地
の
森
林
の
中
核
を
占
め
て

い
た
コ
ナ
ラ
の
鑑
占
す
る
叶
漁
業
林
は
、
現
在
の
日
本
列
島
の

森
林
帯
に
は
存
釈
し
な
い
た
め
、
森
林
惜
の
分
布
に
も
と
づ

く
気
蹴
の
推
定
は
燥
し
い
が
、
年
平
均
気
掘
は
現
在
に
比
べ

約
ニ

J
一
ニ
度
前
後
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
太
平
洋
海

川
作
を
流
れ
る
黒
潮
は
、
最
終
氷
期
に
は
わ
川
下
し
て
い
た
も
の

の
、
す
で
に
駿
河
湾
沖
に
は
黒
潮
前
線
、
が
到
達
し
て
お
り
、

際I69 

大
阪
湾
は
黒
潮
の
影
祥
一
ト
に
あ
る
内
消
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

日
本
海
に
は
ま
だ
対
応
暖
流
が
本
格
的
に
流
入
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
冬
期
の
海
而
蒸
発
は
燐
ん
で
な
く
、
神
戸
市
城

は
現
在
よ
り
も
乾
燥
し
た
気
候
探
境
下
に
あ
っ
た
。

286 第四1；.： 神戸の自然史と化石記録



第五節殺終関氷j切から現在の自然へ

10 9 

A 潟間帯良化石 0 5主化石 .. 泥炭 ＠ 木 片

図 70 1万年前以降における大阪湾の相対的海間変化曲線

IO'Y.B.P. 

一
万
年
前
以
降
も
、
汎
地
球
的
な
規

模
で
気
温
上
昇
は
つ
づ
き
、
そ
の
傑

子
は
花
粉
分
析
を
と
お
し
て
み
た
神
戸
の
森
林
相
の
変

八
千
年
前
こ

ろ
の
自
然

7千年寄1・い－ 5m

B千主主詰t ... i8m 

g千年五立・…・ 25m 

1万年前…・・・ 34m 

大阪 i'i"l

0 5 lOkm 

図 71 縄文海逃による大阪湾沿岸の海岸線の変化
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化
に
も
や
一
次
わ
れ
て
く
る
。

コ
ナ
ラ
中
心
の
務
葉
林
に
、

ミ
、
ツ
ガ
、

コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
の
針
葉
樹
が
混
生
し
始
め
、

広
葉
樹
で
は
イ
ヌ
ブ
ナ
や
サ
ワ
シ
パ
、

ト
チ
ノ
キ
、

レ
・
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
蕗
葉
性
の
樹
績
が
哨
加
し
て
く
る
。

」
の
川
町
刻
の
森
林
変
化
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
注
目
さ
れ

る
の
は
、

ア
カ
ガ
シ
班
属
、
シ
イ
ノ
キ
な
ど
の
南
方
系
の

常
緑
樹
の
出
現
と
地
加
で
あ
る
。

一
万
J
八

O
O
O年
前

に
わ
た
る
時
期
に
神
戸
の
森
の
主
役
で
あ
っ
た
落
葉
樹
林

の
中
に
出
現
し
始
め
る
常
緑
樹
の
徴
増
の
原
間
は
い
う
ま

で
も
な
く
気
候
暖
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る

G

大
阪
湾
の
海
而
も
徐
々
に
高
さ
を
地
し
つ
つ
、
機
突
に

隙
地
内
部
に
進
入
し
て
き
た
。
八

O
O
O年
前
に
は
現
筏

の
海
面
下
約

八
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
海
岸
線
は
ほ
ぼ
現

ム
化
の
海
岸
線
に
似
た
依
院
に
ま
で
川
復
し
た
。
大
阪
湾
の

海
水
は
、
依
然
と
し
て
太
平
洋
岸
を
流
れ
る
黒
潮
の
影
響

下
に
あ
っ
た
。

日
本
海
で
は
朝
鮮
海
峡
か
ら
本
絡
的
に
対

馬
暖
流
が
流
入
を
始
め
、
冬
期
の
海
部
か
ら
の
蒸
発
が
さ -t:-

写主主 81

一

コナラ麗腐の花粉化石

(7主主王子E顕 約1700傍〉

アカガシmi属の花粉化石

（主主主E電車買 約2000倍）

！手荒 82
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か
ん
に
な
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
現
在
に
近
い
気
温
・
降
水
の
状
態
に
な
る
。
特
に
冬
の
気
候
の
緩
和
と
降
水
設
の
治
加
が
、

次
に
述
べ
る
よ
う
に
大
規
模
な
植
生
変
化
の
推
進
力
と
な
っ
た
。

七

0
0
0年
代
に
入
る
と
、

エ
ノ
キ
！
ム
ク
ノ
キ
林
の
進
出
に
続
い
て
、

コ
ナ
一
ブ
中
心
の
落
葉
林
の
構
成
が
崩
れ
は
じ
め
、

ア
カ
ガ
シ
斑
属
が
能

L

ー
は
す
る
照
葉
樹
林
（
常
緑
広
葉
樹
林
）
時
代
へ
移
る
。
冬
に
落
葉
す
る
コ
ナ
一
ブ
林
か
ら
年
中
緑
を
も
っ
カ
シ

林
へ
の
森
林
交
代
の
様
子
会
｝
花
粉
分
析
に
よ
っ
て
さ
ぐ
っ
て
み
よ
う
。

八

0
0
0年
代
に
は
、

コ
ナ
一
フ
斑
属
の
花
粉
化
石
が
任
倒
的
に
多
い
が
、
七

0
0
0年
代
に
入
る
と
ア
カ
ガ
シ
一
点
腐
の
増
加

が
著
し
く
、

ほ
ぼ
六

0
0
0年
前
に
は
一
部
者
が

対
一
の
関
係
に
な
り
、
六

C
o
o
l五
0
0
0年
前
に
は
、

ア
カ
ガ
シ
直
属

が
圧
倒
的
に
多
く
、
森
林
の
、
支
役
が
完
全
に
入
れ
代
わ
る
。

ア
カ
ガ
シ
班
属
に
伴
っ
て
こ
の
時
期
の
照
葉
樹
林
を
構
成
し
て
い
た
樹
木
に
は
、

ヤ
マ
モ
モ
、

ク
ス

シ
ノ
寸
、

ヤ
フ
ツ
バ
キ
、

最終開氷期から現在の自然へ

ノ
キ
鎖
、

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ
、

コ
ナ
一
フ
直
属
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
惜
成
の
要
素
は
、
六

0
0
0年
前
以
後
も
基
本
的

ム
ク
ノ
キ
、

に
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
現
夜
の
神
戸
の
森
林
に
引
き
継
が
れ
て
き
て
い
る
。
最
近
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
神
戸
を
は
じ

め
瀬
戸
内
地
域
の
照
葉
樹
林
は
、
紀
伊
半
島
や
四
国
南
部
な
ど
の
顕
葉
樹
林
に
比
べ
て
シ
イ
の
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、
そ

れ
は
瀬
戸
内
特
有
の
乾
燥
気
候
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
傾
向
は
現
在
も
向
様
で
あ
る
。

日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

」
の
時
期
を
特
に
ク
ラ
イ
マ
テ
ィ

こ
う
し
た
大
規
模
な
森
林
の
移
動
は
、

ツ
ク
・
オ
ブ
チ
マ
ム
（
気
候
最
媛
期
）
と
い
い
、
現
在
を
よ
凹
る
温
媛
気
候
で
中
め
っ
た
。

ク
ラ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
・
オ
ブ
チ
マ
ム
は

第五節

謹
上
に
緑
の
大
変
革
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
海
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

大
阪
湾
で
も
、
海
部
上
昇
は
続
き
、
六

O
O
O年
前
に
は
、
海
は
つ
い
に
現
在
の
海
副
の
古
川
さ
を
上
回
る
四
メ
ー
ト
ル
の
高

自然・考古自主9.::.議員iI 289 



む 以m

さ
に
達
し
、
海
岸
低
地
に
広
く
進
出
し
て
き
た
（
図
初
・
れ
）
。

い
わ
ゆ
る
抑
制
文
海
進

の
ど
l
ク
で
あ
る
。
六

0
0
0年
前
の
縄
文
海
岸
線
を
図
口
に
示
し
た
が
、
神
戸

市
の
東
部
や
凶
部
海
伴
で
は
、

ほ
ぼ
現
布
の
海
岸
線
に
平
行
す
る
が
、

Rei－－
J
 

五
ノ
馬
区

長
問
阪
、
切
石
川
（
口
絵
9
）
で
は
純
文
の
海
は
関
口
の
よ
う
に
深
く
陣
地
内
に
入

縄文海岸線（6000年前の海岸線〕の分布

り
込
ん
で
い
た
。
こ
の
縄
文
海
進
の
ピ
i
ク
は
各
地
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い

る
。
神
戸
市
内
で
は
、
高
度
四
メ
！
ト
ル
を
境
に
し
て
、
そ
れ
よ
り
海
側
は
非
常

に
氾
1

担
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
六

O
O
O年
前
に
陵
地
内
に
進
入
し
た
海
が
、
そ
の

後
ゆ
る
や
か
に
海
退
し
つ
つ
形
成
し
た
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ば
海
が
施
工
し
た
地

な
ら
し
で
あ
る
。

六
O
O
O
J五
0
0
0年
前
は
海
面
は
高
い
位
置
に
あ
っ
た
が
、

四

O
O
O年

前
に
か
け
て
ゆ
る
や
か
に
海
面
は
低
下
し
、

ほ
ぼ
現
在
に
近
い
高
さ
ま
で
下
が
る
。

そ
し
て
一
一
一

0
0
0年
前
こ
ろ
ま
で
小
規
模
な
海
面
上
昇
が
起
こ
り
、

メ
ー
ト
ル

図 72

程
度
高
く
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

さ
ら
に
ニ

0
0
0年
前
ま
で
は
弥
生
の
小
海

退
と
呼
ば
れ
る
海
面
低
下
期
が
あ
り
現
在
の
海
面
よ
り
一

J

メ
ー
ト
ル
低
下
す

る
。
そ
の
後
海
面
は
上
昇
に
転
じ
現
在
の
位
置
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
神
戸
地
域

に
お
け
る
縄
文
中
期
以
降
の
海
岸
線
の
変
化
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の

対
象
と
す
る
伺
所
が
都
市
化
の
進
展
に
よ
り
改
変
さ
れ
て
追
跡
は
難
し
い
。
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